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●  ９月 27日　吉田ふれあい広場わきのたんぼ

カメラびゅう拡大版　№ 20

たんぼアート稲刈り

春に田植えをした田んぼアートの稲刈りイベントが行わ
れ、多くの人が参加しました。今年は燕市が生誕の地と
されている「酒呑童子」を大地のキャンバスに描きました。
当日は、「越後くがみ山 酒呑童子行列」の前日ということ
もあり、鬼メイクの体験コーナーなども行われ盛りだくさん
の内容でした。おいしいお米、たくさん食べましょう。
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毎年11月8日は「い
1

い
1

歯
8

」の日

●問い合わせ　（一社）燕歯科医師会　☎ 0256・73・3520    
　　　　　　　燕市吉田保健センター  ☎ 0256・93・5461

～歯科のおまつり～

つばめ　  歯っぴーフェア

　1年に1度の燕歯科医師会主催・燕市役所共催の市民参加歯科イベントを今年も開
催します。歯科相談やフッ化物塗布はもちろんのこと、楽しいコーナーもたくさんあり
ます。去年に引き続き「よ坊さん」もやって来ます。ぜひ皆さんお誘いあわせのうえご
来場ください。

11月30日㊐
午前10時～正午
吉田産業会館

各種イベント・コーナー

●フッ化物塗布 （中学生以下および 60 歳以上の人で先着 100 名まで）
●歯科相談

（むし歯・歯周病・義歯・子どもの歯磨き・口腔ケア介護など何でもご相談ください）
●歯の健康川柳表彰式 　●歯科図画ポスター展示　　●歯に良いおやつの試食
●顕微鏡でプラーク観察　 ●工作コーナー  　　　　　 ●歯科クイズ
●よ坊さんと記念撮影会（カメラなどはご自分でご用意ください）

入
場
無
料

▲日本歯科医師会 PR キャラクター
　「よ坊さん」

第5回歯の健康川柳受賞作発表
　特定健診時に公募させていただきました歯の健康川柳の応募は、87句でした。多数、応募していただき
ありがとうございました。燕市長、燕歯科医師会会長が審査し、以下の作品が受賞作となりました。
★燕市長賞

　「合唱の　笑顔こぼれる　輝く歯」　　ころこさん
☆燕市歯科医師会長賞

　「キラキラと　輝きたいよ　歯とこころ」　　樋浦テル子さん（桜町）
◎入選

　「赤ちゃんが　笑顔でガブリ　歯が生えた」　　鷲澤奈々恵さん（吉田若生町）
　「パリパリと　かめる幸せ　歯は生命（いのち）」　　内山京子さん（次新）
　「かむかむで　脳も身体も　若返り」　　うまの骨さん

「住民票の写し」などは、
市民課の窓口以外でも受け取れます。
　「住民票の写し」などの交付は、平日の市役所開庁時間以外にも、次の方法で受け取
ることができます。　　　　●問い合わせ　市民課市民係☎ 0256・77・8122（直通）

市民課窓口延長サービス2
　日中、都合が悪い皆さんのために窓口業務の時間外サービスを行い、
各種証明書を交付しています。
■開設日時　
①毎週水曜日　午後 5 時 15 分～ 7 時 30 分（祝日・年末年始を除く）
②毎月第 2 日曜日　午前 8 時 30 分～正午
■業務内容　住民票の写し、戸籍謄・抄本の交付、印鑑登録、印鑑登
録証明書の交付、税証明（所得証明書は申告者のみ）、納税証明書、パ
スポート交付（申請はできません）
※住所異動の手続きなど、証明書発行以外の業務は行っておりませんのでご注意ください。

郵便局で住民票の写しなどの受け取り1
　小池・小中川・燕・燕南・燕東・越後吉田・神田町・米納津・分水・
国上・島上の各郵便局では次の証明書の交付を行っています。
■取扱時間　午前 9 時～午後 5 時（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
■業務内容　戸籍謄・抄本、住民票の写し、印鑑登録証明書（印鑑登
録証が必要）、納税証明書交付
■交付請求できる人　交付は郵便局の窓口に出向く請求者本人の証明
書に限ります。ただし、戸籍謄本の交付請求は同一戸籍にある人、住
民票は同一世帯にある人が請求者の場合は交付できます。
■必要なもの　手数料、交付請求の際に請求者の本人確認を必要とす
るため運転免許証などの身分確認証の提示が必要です。　　　
※詳しくは、市民課、各郵便局へお問い合わせください。

電話予約による住民票の写しおよび印鑑登録証明書の交付3
　事前に電話で交付の予約をすることで、証明書などを市役所の開庁時間
外に受け取ることができます。予約は受け取りの当日または前日 ( 土・日
曜日に受け取り希望の場合は金曜日 ) に市民課にお電話ください。※ 本人
と同一家族に限ります。
　印鑑登録証明書を受け取るときは、印鑑登録証を必ずご提示ください。
また、おつりのないようにお願いします。
■予約受付時間　月～金曜日の午前８時 30 分～午後５時 15 分（祝日、年末年始を除く）
■受取時間　午後５時 15 分から午後８時まで（土・日曜日、祝日は午前８時 30 分から午後５時まで）
■交付場所　市役所夜間休日受付（1 階北側）

証明書 手数料
（1件あたり）

住民票の写し 300円
印鑑登録証明書 300円

納税証明書 300円
戸籍謄・抄本 450円

小池郵便局 63・4244
小中川郵便局 63・4242

燕郵便局 62・2266
燕南郵便局 63・4241
燕東郵便局 63・4240

越後吉田郵便局 92・6566
神田町郵便局 92・2960
米納津郵便局 92・2958
分水郵便局 97・3050
国上郵便局 97・2930
島上郵便局 97・2910

■取扱郵便局

■郵便局で受け取れる証明書
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あなたの大切な人が、
　　　　認知症と診断されたら

いつもどおりの朝がやってきました。
いつもどおりの日常が今日もはじまります。
でも前の日の朝と違うことがひとつだけ。

大切な人がきのう、認知症と診断されました。

自分でも認知症なのかもしれないってこと、
わかってたんだ。
でも、おまえに心配かけたくないから。

あなたはやさしいから。
わたしに気づかれないように頑張ってきたんでしょうね。
これからわたしたちはどうなるんだろう。
あなたはこれからどうなっていくの？

わたしの気持ちはひとつ。
これからもずっと、あなたと一緒に暮らしたい…

特集
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　　　　　あなたがあなたの大切な人とこれからも一緒に
いるためにできること。
もしあなたが認知症になったときに、そこが住みやすい地
域であるために、今あなたができることを考えてみません
か。



知っておきたい認知症のキホン
認知症は治る？
治療により治る認知症もありますが、
ほとんどの認知症は現在の医学では治
すことができません。ただし、薬で認
知症の進行を遅らせたり、症状を改善
することができます。認知症の症状に
気づいたら、早めに受診しましょう。
また、治る認知症は一刻も早い治療が
必要ですので、症状に気づいたらすぐ
に医師に相談しましょう。

認知症は予防できる？
読書や人と積極的に関わる活動、将
棋などのゲーム、適度な運動は、脳
の血流がよくなり、認知症の予防に
役立ちます。逆に、生活習慣病の人
は認知症になりやすいと言われてお
り、服薬などで病気をコントロー
ルすることが重要です。青魚や
緑黄食野菜を食べるようにし、
塩分は控えめにしましょう。

認知症の人とどう接すればい
い？
最初に認知症に気づき、一番不安
なのは本人です。認知症によって、
記憶力や判断力が低下しても、感
情や心はそのままです。本人の気
持ちに寄り添い、自尊心を尊重し
て接してください。

燕市での認知症患者は？
平成 26 年７月末現在の燕市内の介
護認定を受けている認知症患者数
は 2

（※2）
,462 人、65 歳以上の人口に占

める割合は 11.0% です。新潟県全体
での認知症高齢者数は平成 24 年で
62,000 人（高齢者人口に占める割合
9.9％）が平成 37年には 92,000 人（同
12.8％）になると推計されています。

認知症の原因は？
認知症の原因となる病気は 70 種類以上あ
り、その中でもっとも多いのはアルツハイ
マー型認知症です。
[アルツハイマー型認知症 ] 脳の神経細胞が
減って脳が小さく萎縮してしまうために症状
が出るタイプ
[脳血管性認知症 ] 脳の血管が詰まったり破
れたりして、その部分の脳の働きが悪くなる
ために症状が出るタイプ
[その他の認知症 ] レビー小体 ( 異常な構造
物 )が大脳皮質にたまってしまうことによる
「レビー小体型認知症」など

アルツハイマー
型認知症血脳血管性

認知症

その他の
認知症

　皆さんは認知症のことをどのくらい知っていますか。認知症は加齢による物忘れとは異な
り、脳の病気です。
　現在の国内の認知症高齢者数は約 440 万

(※１）

人、その疑いのある予備軍（MCI・軽度認知障害）
は380万人にものぼります。この数字は、高齢者の4人に1人が認知症もしくは予備軍であるということになり、
だれもがなる可能性のある病気であることが分かります。また、64 歳以下で発症する若年性認知症は、全国で
約 37,800 人と言われています。認知症を正しく理解し、認知症にならない生活を心がけ、なってしまったら進
行を遅らせるためにすべきこと、そして認知症の人への対応の仕方などを勉強しましょう。

① 曜日や月がわかる ２ １ ０

② 前と同じように道順がわかる ２ １ ０

③ 住所・電話番号を覚えている ２ １ ０

④ 物がいつもしまわれている場所を覚え
ている ２ １ ０

⑤ 物がいつもの場所にないとき、見つけ
ることができる ２ １ ０

⑥ 洗濯機やテレビのリモコンなどの電気
製品を使いこなせる ２ １ ０

⑦ 自分で状況にあった着衣ができる ２ １ ０

⑧ 買い物でお金を払える ２ １ ０

⑨ 身体の具合が悪くなったわけではない
のに、気力がなくなってきた ２ １ ０

⑩ 本やテレビの内容がわかる ２ １ ０

⑪ 手紙を書いている ２ １ ０

⑫ 数日前の会話を思い出すことができる ２ １ ０

⑬ 数日前の会話の内容を思い出させよう
としても難しい ２ １ ０

⑭ 会話の途中で言いたいことを忘れるこ
とがある ２ １ ０

⑮ 会話の途中で適切な単語がでてこない
ことがある ２ １ ０

⑯ よく知っている人の顔がわかる ２ １ ０

⑰ よく知っている人の名前を覚えている ２ １ ０

⑱ その人たちがどこに住んでいる、仕事
などがわかる ２ １ ０

⑲ 最近のことを忘れっぽくなった ２ １ ０

合計 点

▼
多少悪くなった

▼変わらない

とても悪くなった

▼

2014.11.01 62014.11.017

加齢による物忘れと認知症による物忘れの違いは？

加齢による物忘れ 認知症のによるもの忘れ

体験したことの一部を忘れる 体験したこと自体を忘れる
物忘れの自覚がある 物忘れの自覚が乏しい（ないわけでなない）
都合の悪いことをごまかさない 都合の悪いことをごまかそうとする
日常生活への支障はない 日常生活への支障がある
極めて徐々にしか進行しない　 進行する	 	

認知症ってどんな病気？
認知症とは、物忘れをおもな症状とした脳の
病気です。さまざまな原因で脳の細胞が死ん
だり働きが悪くなって、物忘れや判断力の障
害などが起こり、社会生活や日常生活に支障
をきたしている状態のことをいいます。

(※ 1)「都市部における認知症有病率と認知症の生活機能障害への対応」（H25.5 報告）および『「認
知症高齢者の日常生活自立度」Ⅱ以上の高齢者数について』（H24.8 公表）を引用、H25.6　厚生労働
省発表　（H22 年度調査から）/	( ※ 2) 介護保険情報を元にしたデータです。

ウェブサイト『相談 e-65.net』内、家族用チェッ
クリストより　Copyright	©2001,	Eisai	Co.,	
Ltd.	All	rights	reserved.

ルすることが重要です。青魚や
緑黄食野菜を食べるようにし、
塩分は控えめにしましょう。

認知症の症状は？
すべての認知症に共通している「中
核症状」と周囲とのかかわりの中で起こる「周辺
症状（BPSD)」の 2つに分けられます。
「中核症状」は、病気で脳の認知機能が障害され
ることで引き起こされるため、認知症になるとだ
れにでも起こる症状です。
「周辺症状（BPSD)」は、本人を取り巻く環境
や人間関係が影響して出てくると考えられていま
す。本人が安心して過ごせる環境を整えたり、対
応の仕方を工夫し信頼感を持ってもらうことで症
状が緩和することがあります。

中核症状

徘徊

妄想

不安

幻覚

不潔行為

過食

暴言・暴力

せん妄

睡眠障害

焦燥

抑うつ

介護への抵抗

多弁・多動

異食

認知機能障害
・判断力の障害
・記憶障害
・見当識障害
・実行機能障害
   など

周辺症状（BPSD)
認知症に伴う行動・心理症状

依存

家族用チェックリスト
　物忘れがあっても、それがただの老化によるものなの
か、認知症によるものなのかは判断しにくく、本人も「ま
さか自分は」と思うものです。あれっ、もしかして？	
と最初に気づくのは、家族のあなたかもしれません。次
の表は、家族の 1年前と現在とを比較して、物忘れの
目安を数値化するものです。
※この結果だけで診断はできません。あくまで「めやす」
です。合計点が 24 点以下だった場合は、かかりつけ医
に相談するか、10 ページ記載の窓口に相談することを
お勧めします。

アルツハイマー
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菊川脳神経内科クリニック
院長
神経内科専門医
認知症サポート医

菊
きくがわ
川　公

こうき
紀さん

認知症
サポート医に
インタビュー

●
い
つ
ま
で
も
こ
の
地
域
で
暮
ら
し

て
行
き
た
い
。
知
っ
て
い
る
人
が
い

る
か
ら
。
90
代 

女
性

●
ど
ん
ど
ん
色
々
な
こ
と
が
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
い
く
。
怖
い
。

70
代 

女
性

●
私
が
忘
れ
こ
き
で
困
っ
て
い
る
ん

だ
け
ど
、
近
所
の
人
や
娘
た
ち
が
助

け
て
く
れ
る
か
ら
本
当
に
助
か
っ
て

い
ま
す
。
80
代 

女
性

●
話
を
聞
い
て
も
す
ぐ
忘
れ
て
し
ま

う
。
紙
に
書
い
て
私
に
下
さ
い
。
あ

な
た
が
帰
っ
た
あ
と
忘
れ
て
も
何
回

も
読
め
る
か
ら
…
。
80
代 

男
性

認
知
症
の
人
の
声

介
護
者
の
声

●
一
人
暮
ら
し
は
難
し
い
の
で
、
同

居
を
考
え
て
い
る
が
、
本
人
に
そ
の

気
が
な
い
の
で
困
る
。
近
所
の
人
達

に
は
、
母
の
こ
と
み
て
も
ら
っ
て
お

り
感
謝
し
て
い
る
。
60
代 

男
性

　
高
齢
者
の
よ
ろ
ず
相
談
所
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
市
内
４
カ
所
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
。そ
こ
に
相
談
さ
れ
た
認
知
症
の
人
と
介
護
者
の
生
の

声
を
お
届
け
し
ま
す
。

認
知
症
の
人
と
介
護
者
の
ホ
ン
ネ

「
認
知
症
の
人
」と「
そ
の
家
族
」を

サ
ポ
ー
ト
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

認
知
症
の
人
の
家
族
向
け

●
高
齢
者
徘
徊
探
知
シ
ス
テ
ム
貸
与
事
業

徘
徊
の
み
ら
れ
る
認
知
症
高
齢
者
を
、
携

帯
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
り
早
期
に
発
見
で
き
る
シ

高
齢
者
向
け

※
認
知
症
で
は
な
く
て
も
利
用
可
能

●
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
に

緊
急
通
報
装
置
を
貸
与
し
ま
す
。

●
老
人
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
、
ま
た
は
高
齢

者
世
帯
に
対
し
電
磁
調
理
器
・
火
災
報
知

器
・
自
動
消
火
器
を
給
付
し
て
在
宅
で
の

安
全
を
図
り
ま
す
。

●
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業

65
歳
以
上
で
、
す
べ
て
の
種
類
の
運
転
免

許
証
を
自
主
返
納
し
た
人
に
、
交
通
機
関

の
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。
手
続
き
は
燕

警
察
署
内
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
人
向
け

●
医
療
機
関

神
経
内
科
、
精
神
科
、
物
忘
れ
外
来
、
老

年
科
、
心
療
内
科
な
ど

●
介
護
保
険
制
度

要
介
護
状
態
で
あ
る
と
の
認
定
を
受
け
た

人
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
自
己
負
担
１
割

の
利
用
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

●
福
祉
後
見
・
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

認
知
症
や
障
が
い
な
ど
に
よ
っ
て
判
断
能

力
が
十
分
で
な
い
人
の
権
利
を
守
り
、
金

銭
管
理
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
支
援
を
す
る

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ス
テ
ム
を
貸
与
し
ま
す
。

●
在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

要
介
護
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の
心
身

の
元
気
回
復
を
図
る
た
め
の
交
流
会
な
ど

を
開
催
し
ま
す
。

●
は
い
か
い
シ
ル
バ
ー
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
は
い
か
い
高
齢
者
」
の
行
方
不
明
事
案

が
発
生
し
た
場
合
の
早
期
発
見
保
護
と
そ

の
後
の
ケ
ア
対
策
を
目
的
に
、
協
力
事
業

所
と
警
察
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て

い
ま
す
。

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
に
関
す
る
地
域
の
無
料
相
談
所
で

す
。詳
し
く
は
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

家
族
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
☎
０
２
５
・
２
８
５
・

４
１
６
５
（
月
～
金
曜
日　

午
前
９
時
～

午
後
５
時
）

市
民
向
け

●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
に
関
す
る
講
義
を
行
い
、
認
知
症

の
人
や
家
族
の
応
援
者
で
あ
る
認
知
症
サ

介

交

社

警

介

介

介福社交警
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
２
５
６・77・８
１
７
７（
直
通
）

長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

☎
０
２
５
６・77・８
１
７
５（
直
通
）

燕
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
５
６
・
62
・
４
３
６
１

生
活
環
境
課
交
通
政
策
係

☎
０
２
５
６・77・８
１
６
２（
直
通
）

燕
警
察
署
生
活
安
全
課

☎
０
２
５
６
・
94
・
０
１
１
０

福

福

福

●
自
分
の
子
供
の
こ
と
も
分
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
く
ら
言
っ

て
も
息
子
に
会
い
に
行
く
と
い
っ
て

聞
か
な
い
。
目
の
前
で
話
を
し
て
い

る
私
が
息
子
な
の
に
。
70
代 

男
性

●
（
妻
の
介
護
を
労
っ
た
言
葉
に
対

し
て
）
だ
っ
て
妻
だ
も
の
。
こ
れ
が

い
な
い
と
、
私
一
人
じ
ゃ
生
き
て
る

は
り
あ
い
が
な
い
で
す
よ
。

80
代 

男
性

●
今
ま
で
、
こ
の
人
に
は
お
世
話
に

な
っ
た
ん
だ
か
ら
今
度
は
自
分
の
番

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
50
代 

女
性

●
頭
で
は
怒
っ
て
は
ダ
メ
だ
と
分

か
っ
て
い
る
の
に
、
余
裕
が
な
い
時

は
カ
ッ
と
し
て
怒
っ
て
し
ま
う
。
私

だ
け
で
す
ね
、
き
っ
と
。

50
代 

女
性

●
苦
労
し
て
き
た
親
に
は
い
つ
ま
で

も
元
気
で
い
て
ほ
し
い
。
子
と
し
て

の
役
目
を
キ
チ
ン
と
果
た
し
て
、
親

の
面
倒
を
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

50
代 

男
性

　

認
知
症
の
患
者
さ
ん
の
数
は
増
大
傾
向
に
あ

り
、
現
在
は
５
０
０
万
人
時
代
に
突
入
し
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。　

　

認
知
症
の
患
者
さ
ん
を
多
数
診
療
し
て
い
る

立
場
か
ら
皆
さ
ん
に
ま
ず
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
こ
と
は
、「
認
知
症
は
病
気
で
あ
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
認
知
症
は
年
齢
の
せ
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
在
は
、
特
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
に
対
し
て
進
行
を
抑
制
す
る
薬
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
治
す
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
早
期
に
診
断

し
て
早
期
に
治
療
を
開
始
す
れ
ば
、
少
し
で
も
い

い
状
態
を
維
持
で
き
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
の
進

行
が
軽
度
で
あ
れ
ば
、
そ
の
後
の
暮
ら
し
に
備
え

る
た
め
に
自
分
で
判
断
を
下
し
た
り
、
家
族
と
相

談
も
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
病
状
に
合
わ
せ
た
ケ
ア

や
諸
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
家
族
の

介
護
の
負
担
も
軽
減
で
き
ま
す
。

　
認
知
症
の
患
者
さ
ん
を
家
族
が
ケ
ア
を
し
て
い

く
上
で
問
題
に
な
る
の
が
、
精
神
症
状
で
す
。
暴

言
、
暴
力
行
為
、
妄
想
、
徘
徊
な
ど
様
々
な
行

動
異
常
が
生
じ
る
と
、
家
族
は
戸
惑
い
ま
す
。
し

か
し
、
認
知
症
の
行
動
異
常
に
は
多
く
の
場
合
理

由
が
あ
り
ま
す
。
行
動
異
常
の
背
景
に
何
が
あ
る

か
を
考
え
て
対
処
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
例

え
ば
、
暴
言
や
暴
力
行
為
は
、
家
族
が
患
者
さ
ん

に
対
し
て
「
あ
れ
は
ダ
メ
」、「
な
ん
で
忘
れ
て
し

ま
う
の
？
」、「
さ
っ
き
言
っ
た
で
し
ょ
」
な
ど
の

否
定
的
な
発
言
が
続
く
と
、
患
者
さ
ん
は
何
を

否
定
さ
れ
た
か
は
忘
れ
ま
す
が
、
そ
の
時
に
感
じ

た
イ
ヤ
な
感
情
が
残
り
ま
す
。
そ
れ
が
積
み
重
な

る
と
、
こ
の
人
は
自
分
に
対
し
て
イ
ヤ
な
こ
と
し

か
言
わ
な
い
人
と
覚
え
ら
れ
て
、
介
護
に
抵
抗
し

た
り
、
暴
言
、
暴
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。
家
族
は

で
き
る
だ
け
患
者
さ
ん
の
発
言
、
言
動
を
一
旦
す

べ
て
受
け
入
れ
て
、
患
者
さ
ん
の
発
言
、
言
動
の

裏
に
あ
る
心
理
を
推
測
し
、
自
尊
心
を
尊
重
し
た

対
応
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し

て「
今
」を
心
地
よ
い
と
感
じ
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と

が
、行
動
異
常
を
未
然
に
防
ぐ
有
効
な
方
法
で
す
。

　

認
知
症
は
病
気
で
す
。家
族
の
認
知
症
に
対
す

る
理
解
と
支
援
が
患
者
さ
ん
の
生
活
機
能
の
長

い
維
持
に
つ
な
が
り
、介
護
負
担
の
軽
減
を
実
現

し
ま
す
。

社

●
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会 

新
潟
支
部

認
知
症
の
人
と
家
族
の
集
い(

三
条
と
長

岡
で
毎
月
第
２
土
曜
日
に
開
催
）、
電
話
相

談
、
介
護
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
行
っ
て
い
る

全
国
的
な
組
織
で
す
。
同
じ
悩
み
を
持
つ

家
族
同
士
の
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
☎
０
２
５
・
５
５
０
・
５
５
４
０

ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

養
成
講
座
の
開
催
案
内

と
き　

11
月
21
日
㈮　

午
前
９
時
30

分
～
11
時（
申
込
締
切
11
月
19
日
㈬
）

と
こ
ろ　

市
役
所（
会
議
室
１
０
１
）

定
員　

40
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
役
所

介
護
保
険
係
ま
で

●
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
カ
フ
ェ（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

認
知
症
の
人
、
そ
の
介
護
を
し
て
い
る

人
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
や
一
般
市
民
な

ど
、
だ
れ
で
も
集
え
て
認
知
症
に
つ
い
て

の
知
識
を
得
た
り
、
話
し
合
う
こ
と
の
で

き
る
カ
フ
ェ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

次
回
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
カ
フ
ェ

と
き　

11
月
15
日
㈯　

午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所（
つ
ば
め
ホ
ー
ル
）

※
出
入
り
自
由
、
申
込
不
要
、
無
料

記載事業の問い合わせ



　大切な家族が認知症であると分かったとき、本人はもちろん、家族もショックを
受けるかもしれません。過去のその人の姿と現在の姿のギャップ（差）をすぐに理
解することができず戸惑うこともあります。
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認知症になっても
安心して暮らせるまちであるために

認知症の皆さんへ

　自分が認知症だとわかったとき、不安を感じたかと思います。今でも先の
わからな

い不安に押しつぶされそうな時もあるかもしれません。そんな時
はまわりを見まわし

てみてください。認知症になっても、まわりの人にとって、あな
たがあなたであるこ

とに変わりはありません。

　それでも不安になるときは、専門家にご相談ください。あなた
があなたらしくいる

ために応援してくれる人はちゃんといます。一緒に悩み、共に歩
んでいきましょう。

そして、あなたがあなたらしく生きることは、あなたのまわりの
人たちの「認知症に

なっても大丈夫」という勇気につながるはずです。

　地域包括支援センターとは、高齢者の生活
を支援するため、市が委託して運営している
相談窓口です。市内に4カ所ありますので、
お近くの窓口にご相談ください。介護や福祉の専門家が皆さんを支援します。

燕市地域包括支援センターさわたり
佐渡745番地 1　特別養護老人ホームつばめ福寿園内　☎0256・62・2900

年を重ねても住み慣れた地域で安心して暮らせるようお手伝い致します。
まずはご相談ください。

燕市吉田地区地域包括支援センター
吉田大保町25番 15号　ひまわりの園内　☎0256・94・7676

よし　やるぞ！　しあわせな　まちづくり　だいすき　よしだ♡　　　
みなさんが笑顔で暮らせるようにお手伝いさせていただきます。お気軽にお
問いあわせください。

燕市分水地区地域包括支援センター
新堀1138番地１　分水保健福祉センター内　☎0256・97・7113

平成 26 年 4 月、分水栄町の生きがい広場地蔵堂から新堀の保健福祉センター
内に引っ越ししました。どうぞお気軽にお立ち寄りください。

燕市地域包括支援センターおおまがり
大曲2472番地 1　特別養護老人ホーム白ふじの里内　☎0256・61・6165

住み慣れたこの場所でいつまでもお元気で暮らせるよう、私たちも応援しま
す。おひとりで抱え込まずに、私たちと一緒に考えましょう。どうぞお気軽
にお電話ください。お待ちしています。

暮らしの無料相談所

地域包括支援センター

　
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
は
、
認
知
症
の
理
解
や
予
防

に
つ
い
て
の
啓
発
、
介
護
や
医
療
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

様
々
な
力
を
結
び
つ
け
、
認
知
症
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支

援
す
る
体
制
作
り
を
進
め
て
い
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

役
と
し
て
今
年
度
か
ら
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
所
は
分
水
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
同

じ
場
所
で
、
燕
市
全
域
を
対
象
と
し
た
支
援
の
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
や
様
々
な
計
画
立
案
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
市
役
所
で
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）、
認
知
症
支
援
セ
ミ
ナ
ー
、
認
知
症

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
と
の
情
報
交
換
会
、
燕
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
共
同
し
て
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
な
ど
、
多
く
の
方
々
と
共
同
し
て
開
催
し
て
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
、
認
知
症
の
人
に
や
さ
し

い
ま
ち
燕
市
を
目
指
し
て
、
皆
様

と
一
緒
に
活
動
を
続
け
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

燕市認知症
地域支援
推進員です！

力
りきいし
石　雅

まさひろ
博さん

介護をしている皆さんへ

　認知症を正しく理解し、本人の世界に合わせて接し
てください。介護は頑張りすぎ

ないことが大切です。介護サービスを上手に使うこと
は、本人がプロの介護を受けた

り社会に接したりする大切な機会ですし、無理せず良
い家族関係を保つことができる

秘
ひけ つ

訣です。

　認知症になっても、あなたの大切な人であることに
変わりはありません。思い悩む

ことがあれば、いつでも専門家にご相談ください。イ
ベントなどで同じ境遇の仲間を

見つけることもできます。あなたはひとりではありま
せん。あなたのまわりには、い

つでもあなたを応援している人がいます。

市民の皆さんへ

　認知症の人の数が増え
る中で、地域で暮らす認

知症の人も増えてきてい
ます。皆さん

には理解できない行動を
とってしまう人もいるか

もしれません。でも、そ
れは認知症が

させていることも多いの
です。できれば、温かく

見守り、地域でその人ら
しく暮らすこ

とを応援してあげてくだ
さい。本人も、それを支

える家族も、「理解してい
ますよ、大

丈夫ですよ」、その一言に
救われることもあります

。

　そして、認知症の人を
支える家族にも限界があ

ります。一人で外出して
、困ってい

るときがあるかもしれま
せん。中には、命にかか

わる事態に陥ってしまう
場合もあり

ます。

　認知症の人を見た目で
判断することが困難な場

合があります。しかし、
次のような

場面は家に帰ることがで
きなくなっている可能性

がありますので、声をか
けるか、か

けづらければ 110 番通報
をしてください。あなた

の行動がその人の命を救
うかもし

れません。

○明らかに季節はずれの
服装をしている　○深夜

に高齢者が一人で歩いて
いる

○道路の真ん中など、危険
な場所にいる　○体調が

悪そうである（１１９番の
検討を）

　だれもが認知症になる
可能性があります。認知

症の人やその家族が、住
みなれた場

所で、安心して暮らせる
まちづくりを一緒に考え

ていきましょう。

参考資料：遠藤英俊著「よくわかる認知症 Q&A」（中央法規出版）／ウェブサイト「政府広報オンライン」
より「知っておきたい認知症のキホン」2014.11.0111
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【
燕
警
察
署
長
賞
】

 

小
野　

捺
姫
さ
ん
（
燕
東
小
４
年
）【燕警察署長賞】

 藤原　日菜さん（燕北中３年）

【
燕
市
長
賞
】

 

熊
谷　

理
乃
さ
ん
（
小
池
中
２
年
）

【
燕
市
長
賞
】

 

金
安　

里
香
さ
ん
（
大
関
小
４
年
）

【
燕
市
交
通
安
全
協
会
長
賞
】

 

堀　

汐
里
さ
ん（
吉
田
小
４
年
）

小
林　

み
ん
と
さ
ん
　（
燕
西
小
５
年
）

伊
藤　

千
加
さ
ん
　
　（
燕
西
小
６
年
）

大
𣘺　
ニ
カ
さ
ん　
　
（
燕
西
小
６
年
）

佐
藤　

優
さ
ん　
　
　
（
燕
西
小
６
年
）

綿
秡　

千
紘
さ
ん　
　
（
燕
西
小
６
年
）

長
谷
川　

咲
良
さ
ん（
吉
田
北
小
５
年
）

加
藤　

智
子
さ
ん
　（
吉
田
北
小
６
年
）

須
藤　

純
佳
さ
ん
　
　（
燕
北
中
１
年
）

和
田　

大
地
さ
ん　
　
（
燕
北
中
１
年
）

笠
原　

光
さ
ん
　
　
　（
分
水
高
２
年
）

斎
藤　

真
帆
さ
ん
　
　（
分
水
高
２
年
）

【
入
選
】

池
田　

か
り
ん
さ
ん　
（
燕
東
小
５
年
）

八
鎌　

な
ず
な
さ
ん　
（
燕
西
小
５
年
）

金
子　

碧
空
さ
ん
　
　（
燕
西
小
５
年
）

柳　

尚
真
さ
ん　
　
　
（
燕
西
小
４
年
）

有
坂　

佑
香
さ
ん　
　
（
小
池
小
４
年
）

長
谷
川　

若
菜
さ
ん（
小
中
川
小
６
年
）

滝
沢　

つ
む
ぎ
さ
ん　
（
松
長
小
６
年
）

小
嶋　

未
蘭
さ
ん　
（
粟
生
津
小
５
年
）

渡
部　

世
莉
さ
ん
　
　（
吉
田
小
５
年
）

土
田　

侑
莉
愛
さ
ん（
吉
田
南
小
６
年
）

向
井　

萌
笑
さ
ん　
（
吉
田
北
小
６
年
）

山
崎　

郁
人
さ
ん　
（
分
水
北
小
５
年
）

廣
瀬　

葵
さ
ん　
　
（
分
水
北
小
４
年
）

三
浦　

珠
来
さ
ん　
　
（
島
上
小
４
年
）

【
入
選
】

平
成
26
年
度 

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

平
成
26
年
度

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

【
特
選
】

 

齊
藤　

里
菜
さ
ん
（
分
水
高
２
年
）

【
特
選
】

 

松
田　

大
希
さ
ん
（
分
水
高
２
年
）

【特選】
 大竹　琴音さん（燕北中２年）

【
特
選
】

 

笠
原　

速
斗
さ
ん
（
燕
北
中
１
年
）

【
特
選
】

 

阿
部　

美
澪
さ
ん
（
燕
北
中
２
年
）

【特選】
 田島　有紗さん（小池小２年）

【
特
選
】

 

佐
藤　

奏
音
さ
ん
（
燕
西
小
６
年
）

【
特
選
】

 

土
田　

心
映
琉
さ
ん
（
分
水
北
小
５
年
）

【
燕
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
】

 

平
澤　

幸
芽
さ
ん
（
分
水
小
５
年
）

★
特
選
の
８
点
は
県
の
審
査
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◀明るい選挙のイメージ
キャラクター「選挙のめ
いすいくん」出典：（公
財）明るい選挙推進協会

●
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
選
挙
係　

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
５
６
・
77
・
８
３
１
３
（
直
通
）

●
問
い
合
わ
せ　
（
公
財
）
燕
市
交
通
安
全
協
会　

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
５
６
・
78
・
７
７
０
１
　



  12 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

募
集・試
験

講
座・教
室

催
し

健
康・福
祉

環
境・生
活

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

み
ん
な
の
掲
示
板

募
集・試
験

講
座・教
室

催
し

健
康・福
祉

環
境・生
活

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

み
ん
な
の
掲
示
板

募
集
・
試
験

募
集
・
試
験

く
ら
し
の
　
　
情
報

鍵 き
ー

●燕市役所　
〒 959-0295
燕市吉田西太田
１934 番地
☎ 0256·92·1111
　　　　　（代表）
ＦＡＸ 0256·92·2112
　　　　　（代表）

●市役所開庁案内
月曜日～金曜日の
午 前８時 30 分 ～
午後５時 15 分（祝
日、 休日、 年 末 年
始を除く）
●燕市ホームページ
http://www.city.
tsubame.niigata.jp
●広報つばめへの
ご意見をお寄せくだ
さい（地域振興課
広報広聴係まで）。
☎ 0256·77·8363
　　　　　（直通）
ＦＡＸ 0256·77·8305
電子メール koho@
c i t y . t s u b a m e .
niigata.jp　　　

  日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

2014.11.01 1415 2014.11.01

2014 燕三条産業カレンダー ※下線の付いている日は産業カレンダーの休日。

11

☎（直通）での市役所受付時間は開庁日の午前８時 30 分～午後５時 15 分、夜間など緊急のご連絡は市役所代表☎ 0256・92・1111 へ　

公
営
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す

　
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合

は
、
選
考
も
し
く
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

●
募
集
住
宅　

○
市
営
花
園
町
住
宅
…
１
戸

／
６
・
4.5
・
Ｄ
Ｋ
／
昭
和
48

年
建
設
／
５
７
０
０
円
～
９

９
０
０
円
／
非
水
洗
ト
イ
レ

○
市
営
桃
山
住
宅
…
１
戸
／

６
・
６
・
4.5
・
Ｄ
Ｋ
／
昭
和

53
年
建
設
／
１
万
５
２
０
０

円
～
２
万
９
９
０
０
円
／
非

水
洗
ト
イ
レ

○
市
営
興
野
住
宅
…
１
戸
／

６
・
６
・
4.5
・
Ｄ
Ｋ
／
昭
和

55
年
建
設
／
１
万
５
９
０
０

円
～
３
万
１
２
０
０
円
／
非

水
洗
ト
イ
レ

○
県
営
花
園
町
住
宅
…
１
戸

／
６
・
３
・
Ｄ
Ｋ
／
昭
和
48

年
建
設
／
１
万
６
０
０
円
～

１
万
２
６
０
０
円
／
非
水
洗

ト
イ
レ

●
入
居
資
格

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
／
同

居
親
族
が
い
る
／
所
得
が
月

額
15
万
８
０
０
０
円
以
下

（
高
齢
者
世
帯
・
障
が
い
者

世
帯
・
小
学
校
就
学
前
の
子

ど
も
同
居
世
帯
な
ど
の
場
合

は
21
万
４
０
０
０
円
以
下
）

※
市
営
花
園
町
住
宅
・
県
営

花
園
町
住
宅
は
単
身
入
居
も

可
能
で
す
。
単
身
入
居
要
件

は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
で
す
。

60
歳
以
上
の
人
／
身
体
障
が

い
者
１
級
～
４
級
、
精
神
障

が
い
者
１
級
～
３
級
の
人
／

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
人
／

生
活
保
護
被
保
護
者
／
配
偶

者
な
ど
か
ら
の
暴
力
被
害
者

ほ
か

※
県
営
花
園
町
住
宅
希
望
で

駐
車
場
を
利
用
す
る
人
は
、

入
居
手
続
き
時
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

●
申
込
期
限　
11
月
14
日
㈮

中
所
得
者
向
け
の
単
身
者
用

住
宅
も
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。

●
募
集
住
宅

○
市
営
吉
田
水
道
町
住
宅
…

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
タ

イ
プ
（
21
畳
相
当
）
／
平
成

６
年
建
設
／
５
階
建
て
／
水

洗
ト
イ
レ

●
入
居
資
格

単
身
で
あ
る
（
単
身
赴
任
者

可
）
／
所
得
が
18
万
６
０
０

０
円
以
上
、
56
万
６
０
０
０

円
以
下
（
18
万
６
０
０
０
円

に
満
た
な
い
人
は
、
所
得
の

上
昇
が
見
込
ま
れ
る
人
）

●
家
賃　
３
万
５
０
０
０
円

※
駐
車
場
を
利
用
す
る
人

は
、
入
居
手
続
き
時
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

●
申
込
期
限　
随
時
募
集
で

す
。
空
部
屋
が
な
く
な
り
次

第
募
集
を
終
了
し
ま
す
。

共
通
事
項

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

営
繕
建
築
課
公
営
住
宅
係
☎

０
２
５
６
・
77
・
８
２
８
７

（
直
通
）

平
成
27
年
度 

児
童
ク
ラ
ブ
新
規

入
会
児
童
を
募
集

児
童
ク
ラ
ブ
の
新
規
入
会
児

童
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
児
童
ク
ラ
ブ
」
と
は
、

児
童
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
就
労
な
ど
の
理
由
で
保

護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い

世
帯
で
あ
っ
て
、
小
学
校
に

就
学
し
て
い
る
お
お
む
ね
10

歳
未
満
の
児
童
に
対
し
、
授

業
の
終
了
後
に
学
校
や
児
童

厚
生
施
設
な
ど
を
利
用
し
て

適
切
な
遊
び
と
生
活
の
場
を

提
供
し
、
そ
の
健
全
な
育
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

●
開
設
時
間　
学
校
の
平
常

授
業
期
間
…
放
課
後
～
午
後

６
時
30
分
／
土
曜
日
、
長
期

休
業
期
間（
春
・
夏
・
冬
休

み
）
…
午
前
８
時
～
午
後
６

時
30
分

※
日
曜
・
祝
日
、
振
替
休
日

お
よ
び
お
盆
、
年
末
年
始

（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

は
休
み
に
な
り
ま
す
。

※
児
童
ク
ラ
ブ
か
ら
の
帰
宅

お
よ
び
土
曜
日
、
長
期
休
業

期
間
な
ど
は
、
原
則
と
し
て

保
護
者
か
ら
送
迎
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
の
開
始
期
日

は
４
月
１
日
㈬
の
予
定
で

す
。
入
会
児
童
の
保
護
者
に

は
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
会
を

含
め
、後
日
ご
案
内
し
ま
す
。

●
入
会
対
象
児
童（
小
学
校
）

お
よ
び
開
設
場
所（
下
表
）

市
内
に
住
所
を
有
す
る
、
就

労
な
ど
（
家
族
の
看
護
、
介

護
な
ど
を
含
む
）
に
よ
り
、

昼
間
保
護
者
の
い
な
い
家
庭

の
小
学
校
１
～
４
年
生
で

す
。
／
入
会
希
望
数
が
定
員

を
大
幅
に
上
回
る
場
合
に

は
、
保
護
者
の
就
労
状
況
、

家
庭
の
状
況
お
よ
び
児
童
の

学
年
な
ど
を
考
慮
の
う
え
選

考
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
際
は
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
／
選
考
に
よ
り
入
会
で

き
な
か
っ
た
児
童
に
つ
い
て

は
、
入
会
予
約
名
簿
に
登
録

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
／

ク
ラ
ブ
の
管
理
運
営
上
支
障

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
は
、
入
会
を
ご
遠
慮
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
燕
西
小
学
校
の
児
童
は
、

「
秋
葉
町
児
童
ク
ラ
ブ
」
ま

た
は「
西
燕
児
童
ク
ラ
ブ
」、

吉
田
南
小
学
校
の
児
童
は

「
児
童
ク
ラ
ブ
メ
ー
ト
」
ま

た
は
「
児
童
ク
ラ
ブ
き
ら

ら
」へ
の
入
会
に
な
り
ま
す
。

●
申
込
期
間
・
方
法

○
受
付
日
時　
11
月
4
日
㈫

～
12
月
１
日
㈪　
平
日
…
午

後
３
時
～
６
時
30
分
／
土
曜

日
…
午
前
８
時
30
分
～
午
後

６
時
30
分

※
土
曜
日
は
利
用
者
が
い
な

い
場
合
、
開
設
し
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
へ
行

く
前
に
電
話
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

○
受
付
場
所　
入
会
を
希
望

す
る
児
童
ク
ラ
ブ
（
開
設
時

間
中
で
の
受
け
付
け
）

○
提
出
書
類　
①
申
込
書
／

②
口
座
振
替
依
頼
書
／
③
就

労
証
明
書
（
保
護
者
全
員
）

／
④
減
免
申
請
書
（
減
免
制

度
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合

の
み
）
な
ど

　
書
類
は
各
ク
ラ
ブ
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
開
設

時
間
に
入
会
を
希
望
す
る
児

童
ク
ラ
ブ
へ
取
り
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
し
込

み
の
際
は
入
会
児
童
と
一
緒

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な

お
、
こ
の
期
間
以
降
ま
た
は

年
度
途
中
の
申
し
込
み
の
場

合
は
、
希
望
す
る
日
に
入
会

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
利
用
料
な
ど　
金
融
機
関

か
ら
毎
月
月
末
に
口
座
振
替

で
納
入

○
利
用
料　
児
童
１
人
当
た

り
、
月
額
６
０
０
０
円
（
2

人
目
３
０
０
０
円
、
３
人
目

以
降
は
６
０
０
円
）　

※
市

民
税
の
課
税
区
分
に
応
じ
た

減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
。

○
お
や
つ
代　
児
童
１
人
当

た
り
、
月
額
２
０
０
０
円

○
そ
の
他　
児
童
ク
ラ
ブ
共

済
保
険
の
加
入
負
担
金
と
し

て
年
額
１
８
０
０
円
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
校
外
活
動
な

ど
の
参
加
費
と
し
て
現
金
で

実
費
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

●
長
期
休
業
期
間
（
春
・
夏
・

冬
休
み
）
に
限
っ
た
短
期
入

会
希
望
に
つ
い
て　
児
童
ク

ラ
ブ
の
入
会
期
間
は
原
則
と

し
て
通
年
入
会
と
な
り
ま
す

が
、
入
会
希
望
者
が
定
員
に

満
た
な
い
ク
ラ
ブ
や
特
に
必

要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
限
り
長
期
休
業
期
間
の

み
の
短
期
入
会
登
録
の
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。
登
録
を

●別表　入会対象児童（小学校）と開設場所
公私 クラブ名 定員 対象の小学校 所在地・電話（ファクス）番号

公
立

小中川児童クラブ
（第１または第２）

35 人
小中川小学校

小古津新 26 番地（燕市福祉の家内）
☎ 0256・66・5559 ／℻ 0256・66・5633

35 人 小古津新 19 番地 1（小中川児童館内）
☎ 0256・66・5559 ／℻ 0256・66・5633

東児童クラブ 25 人 燕東小学校 朝日町 611 番地（東児童センター内）
☎ /℻ 0256・64・5373

秋葉町児童クラブ 25 人 燕西小学校
秋葉町 4 丁目 10 番 45 号

（燕市第二福祉の家内）
☎ /℻ 0256・66・3130

西燕児童クラブ 25 人 燕西小学校 西燕町 633 番地 2（西燕児童館内）
☎ /℻ 0256・61・5000

杉名児童クラブ
（第１または第２）

30 人 小池小学校 杉名 65 番地 2（杉名児童館内）
☎ 0256・64・2746 ／℻ 0256・64・276125 人

児童クラブフレンド
（第 1 または第２）

50 人 吉田小学校 吉田弥生町１番１号（吉田小学校内）
☎ /℻ 0256・93・321235 人

児童クラブメート 50 人 吉田南小学校 吉田 6126 番地（吉田南小学校内）
☎ /℻ 0256・93・2900

児童クラブレインボ
ー 35 人 吉田北小学校

佐渡山 4130 番地 1
（吉田北体育文化センター内）
☎ 0256・93・0070 ／℻ 0256・92・6500

児童クラブスマイル 35 人 粟生津小学校
粟生津 623 番地 1

（粟生津体育文化センター内）
☎ 0256・93・1500 ／℻ 0256・92・6700

分水児童クラブ 35 人 分水北小学校
分水あけぼの一丁目 1 番地 91

（分水児童館内）
☎ 0256・97・2126 ／℻ 0256・97・2137

わか竹児童クラブ
（第１または第２）

50 人 分水小学校 分水学校町一丁目７番１号（分水小学校敷地内）
☎ /℻ 0256・98・676040 人

私
立 児童クラブきらら 20 人 吉田南小学校

吉田東栄町 34 番 10 号
（きららおひさま保育園内）
☎ 0256・78・7804 ／℻ 0256・93・5390

希
望
す
る
人
は
、
対
象
と
な

る
児
童
ク
ラ
ブ
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
入
会
要

件
や
申
込
期
間
・
方
法
な
ど

は
新
規
入
会
児
童
の
募
集
内

容
と
同
じ
で
す
。

※
「
児
童
ク
ラ
ブ
き
ら
ら
」

に
つ
い
て
は
、
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
各
児
童
ク

ラ
ブ
（
左
表
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。	
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催
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催
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座
・
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催
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☎（直通）での市役所受付時間は開庁日の午前８時 30 分～午後５時 15 分、夜間など緊急のご連絡は市役所代表☎ 0256・92・1111 へ　

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校

生
徒
募
集

①
推
薦

●
応
募
資
格　
中
学
校
卒
業

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前

期
課
程
修
了
（
見
込
み
含

む
）
の
男
子
で
、
平
成
27
年

４
月
１
日
現
在
17
歳
未
満
の

人※
中
学
校
長
の
推
薦
な
ど
が

必
要
で
す
。

●
申
込
期
間　
11
月
１
日
㈯

～
12
月
５
日
㈮
（
必
着
）

●
試
験
日　
平
成
27
年
１
月

10
日
㈯
～
12
日
㈷
ま
で
の
間

の
指
定
す
る
１
日

●
試
験
会
場　
高
等
工
科
学

校
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

●
合
格
発
表　
平
成
27
年
１

月
23
日
㈮

②
一
般

●
応
募
資
格　
中
学
校
卒
業

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前

期
課
程
修
了
（
見
込
み
含

む
）
の
男
子
で
、
平
成
27
年

４
月
１
日
現
在
17
歳
未
満
の

人●
申
込
期
間　
11
月
１
日
㈯

～
平
成
27
年
１
月
９
日
㈮

（
必
着
）

●
試
験
日　
１
次
…
平
成
27

年
１
月
24
日
㈯
／
２
次
…
平

成
27
年
２
月
５
日
㈭
～
８
日

㈰
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
1

日●
試
験
会
場　
新
潟
市
内

※
詳
細
は
、
後
日
申
込
者
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
合
格
発
表　
１
次
…
平
成

27
年
１
月
30
日
㈮
／
最
終
…

平
成
27
年
２
月
20
日
㈮

●
問
い
合
わ
せ　
自
衛
隊
新

潟
地
方
協
力
本
部
加
茂
地
域

事
務
所
☎
０
２
５
６
・
52
・

５
２
２
２

パ
ソ
コ
ン
農
業

複
式
簿
記
研
修
会

を
開
催
し
ま
す

　
燕
市
農
業
再
生
協
議
会
で

は
農
家
を
対
象
に
、
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
た
複
式
簿
記
の
初

期
設
定
か
ら
決
算
処
理
ま
で

の
一
連
の
操
作
方
法
と
、
複

式
簿
記
の
基
礎
を
習
得
す
る

た
め
の
研
修
会
を
長
岡
市
担

い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会

と
の
共
催
で
開
催
し
ま
す
。

●
と
き　
11
月
18
日
㈫
、
19

日
㈬
、
26
日
㈬
、
27
日
㈭
、

28
日
㈮
、
12
月
１
日
㈪
、
２

日
㈫　
午
後
６
時
30
分
～
９

時
30
分

●
と
こ
ろ　
寺
泊
セ
ン
タ
ー

お
お
こ
う
づ
（
長
岡
市
寺
泊

敦
ケ
曽
根
）

※
長
岡
会
場
も
あ
り
ま
す
の

で
、
日
時
な
ど
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
内
容　
１
日
目
、
２
日
目

は
複
式
簿
記
の
基
礎
。
３
日

目
か
ら
会
計
ソ
フ
ト
の
イ
ン

ス
ト
ー
ル
と
初
期
設
定
、
帳

面
入
力
お
よ
び
決
算
処
理
。

※
「
複
式
簿
記
の
基
礎
」
の

み
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
対
象　
市
内
在
住
の
農
家

●
定
員　
各
会
場
と
も
30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

●
参
加
費　
１
日
目
か
ら
受

講
６
０
０
０
円
／
３
日
目
か

ら
受
講
５
０
０
０
円

※
受
講
日
の
初
日
の
受
付
時

に
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　
11
月
13
日
㈭

●
そ
の
他

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
パ

ソ
コ
ン
の
な
い
人
は
１
日
１

０
０
０
円
で
貸
し
出
し
ま

す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

燕
市
農
業
再
生
協
議
会
事
務

局
（
農
政
課
生
産
振
興
係
）

☎
０
２
５
６
・
77
・
８
２
４

５
（
直
通
）

三
条
テ
ク
ノ

ス
ク
ー
ル
講
習
会

の
ご
案
内

（
12
月
開
講
分
）

シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
入
門

　
就
業
し
て
い
る
人
を
対
象

と
し
た
講
習
会
で
す
。
三
菱

製
Ｐ
Ｌ
Ｃ
を
使
っ
て
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
面
を
中
心
に
制
御
方

法
を
習
得
し
ま
す
。
基
本
パ

タ
ー
ン
を
体
験
し
、
組
み
合

わ
せ
に
よ
る
い
ろ
い
ろ
な
制

御
方
法
を
習
得
し
ま
す
。

●
開
講
日　
12
月
９
日
㈫
、

11
日
㈭
、16
日
㈫
、18
日
㈭
、

25
日
㈭　
午
後
6
時
～
8
時

30
分

●
と
こ
ろ　
県
立
三
条
テ
ク

ノ
ス
ク
ー
ル

●
定
員　
５
人

●
申
込
締
切　
11
月
25
日
㈫

●
受
講
料　
３
９
０
０
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立
三
条
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

開
発
援
助
課
☎
０
２
５
６
・

38
・
３
４
６
４

分
水
良
寛
史
料
館

催
し
の
ご
案
内

畦あ
ぜ
は
ら原
実
写
真
展
（
ミ
ニ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
展
示
）

　
畦
原
さ
ん
は
市
内
の
野
中

才
在
住
で
、
市
内
企
業
に
勤

務
し
な
が
ら
「
水
」
を
テ
ー

マ
に
精
力
的
に
写
真
活
動
を

し
、
そ
の
斬
新
な
作
品
は

数
々
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀

賞
を
受
賞
し
て
広
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
「
水
や

星
の
あ
る
風
景
」
を
テ
ー
マ

に
小
作
品
約
20
点
を
展
示
し

ま
す
。

●
と
き　
11
月
５
日
㈬
～
12

月
７
日
㈰　
午
前
9
時
～
午

後
4
時
30
分

※
休
館
日
は
月
曜
日
（
祝
祭

日
の
場
合
は
翌
日
休
館
）

●
観
覧
料　

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
は
無
料
（
良
寛
関
係
展

示
室
は
有
料
）

●
問
い
合
わ
せ　
分
水
良
寛

史
料
館
☎
０
２
５
６
・
97
・

２
４
２
８

分
水
公
民
館

催
し
の
ご
案
内

第
77
回
秋
の
分
水
芸
能
祭

　
芸
能
団
体
が
日
ご
ろ
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。

●
と
き　
11
月
16
日
㈰　
正

午
開
演

●
と
こ
ろ　
分
水
公
民
館　

●
問
い
合
わ
せ　
分
水
公
民

館
☎
０
２
５
６
・
97
・
２
７

０
３「

つ
ば
め
目
耕
塾
」

の
ご
案
内

「
～
歌
の
世
界
旅
行
～
お

し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー

ト　

日
本
の
童
謡
か
ら
世
界

の
名
曲
ま
で
」

　
ど
こ
か
で
聴
い
た
あ
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
…　
な
つ
か
し
い

日
本
の
童
謡
か
ら
世
界
の
名

曲
ま
で
、
歌
と
ピ
ア
ノ
で
お

贈
り
し
ま
す
。

●
と
き　
11
月
18
日
㈫　
午

前
10
時
～
11
時
30
分

●
と
こ
ろ　
燕
市
文
化
会
館

●
講
師　
櫻
井
綾
さ
ん
（
ソ

プ
ラ
ノ
歌
手
）、
斉
藤
美
和

子
さ
ん
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）　

●
参
加
費　
無
料

●
申
し
込
み　
不
要

●
そ
の
他　
「
つ
ば
め
目
耕

塾
」
は
「
つ
ば
め
元
気
か
が

や
き
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
の
5

ポ
イ
ン
ト
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育

課
公
民
館
事
業
係
（
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
０
２
５

６
・
63
・
７
０
０
１

型
染
め
講
座

受
講
生
募
集

　
中
央
公
民
館
で
は
「
型
染

め
講
座
」
を
開
講
し
ま
す
。

和
紙
に
染
色
を
し
て
味
わ
い

深
い
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

①
「
型
染
め
で
年
賀
状
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
」

●
と
き　
11
月
20
日
㈭　
午

後
１
時
～
４
時

●
持
っ
て
く
る
も
の　
汚
れ

て
も
よ
い
タ
オ
ル
２
枚
、
直

径
30
㎝
前
後
の
洗
面
器
ま
た

は
バ
ケ
ツ
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
の

り
（
固
形
）、
は
さ
み
、
鉛

筆
（
Ｈ
Ｂ
）
１
本

●
受
講
料　
６
０
０
円　

②
「
型
染
め
で
カ
ー
ド
ケ
ー

ス
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」

●
と
き　
12
月
８
日
㈪
、
15

日
㈪　
午
後
1
時
～
4
時

※
２
回
通
し
の
講
座
で
す
。

●
持
っ
て
く
る
も
の　

12
月
8
日
…
汚
れ
て
も
よ
い

タ
オ
ル
２
枚
、
直
径
30
㎝
前

後
の
洗
面
器
ま
た
は
バ
ケ

ツ
、
鉛
筆
（
Ｈ
Ｂ
）
１
本
／

15
日
…
汚
れ
て
も
よ
い
タ
オ

ル
１
枚
、
直
径
30
㎝
前
後
の

洗
面
器
ま
た
は
バ
ケ
ツ
、
は

さ
み
、
で
ん
ぷ
ん
の
り
、
鉛

筆
（
Ｈ
Ｂ
）
１
本

●
受
講
料　
７
５
０
円

共
通
事
項

●
講
師　

渡
邉
久
意
さ
ん

（
新
潟
県
美
術
家
連
盟
会

員
・
県
展
賞
受
賞
者
・
燕
市

美
術
協
会
会
員
）

●
対
象　
市
内
在
住
ま
た
は

在
勤
の
18
歳
以
上
の
人

●
定
員　
各
講
座
15
人
（
先

着
順
）

●
申
込
受
付
日　
11
月
5
日

㈬　
※
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

●
申
込
方
法　
市
内
各
公
民

館(

吉
田
公
民
館
を
除
く
）

お
よ
び
各
図
書
館
に
あ
る
申

込
書
に
受
講
料
を
添
え
て
中

央
公
民
館
へ
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
中
央
公
民

館
☎
０
２
５
６
・
63
・
７
０

０
１親

子
版
画
年
賀
状

講
習
会
開
催

　
青
少
年
健
全
育
成
燕
市
民

会
議
吉
田
地
区
で
は
、
親
子

間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
促
し
、
青
少
年
の
健
全
育

成
を
図
る
た
め
、「
親
子
版

画
年
賀
状
講
習
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
親
子
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

年
賀
状
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
と
き　
11
月
29
日
㈯　
午

前
９
時
～
午
後
３
時

●
と
こ
ろ　
吉
田
産
業
会
館

（
例
年
と
会
場
が
違
い
ま
す
）

●
対
象　
幼
稚
園
・
保
育
園

児
、
小
・
中
学
生
と
保
護
者

（
中
学
生
は
一
人
で
も
参
加

で
き
ま
す
）

●
参
加
費　
１
人
５
０
０
円

※
当
日
持
参
、
幼
稚
園
・
保

育
園
児
は
無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の　
彫
刻

刀
、は
さ
み
、手
ふ
き
２
枚
、

鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、
新
年
用

年
賀
は
が
き

●
申
込
期
限　
11
月
18
日
㈫

●
そ
の
他　
当
日
の
昼
食
は

各
自
で
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
☎
０
２
５
６
・

63
・
７
０
０
１
／
吉
田
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
５

６
・
93
・
３
１
１
１

第
３
回
大
人
が

楽
し
む
お
は
な
し

会
in
吉
田
図
書
館

　
お
は
な
し
の
好
き
な
人
、

お
待
た
せ
し
ま
し
た
！　
平

日
の
午
後
に
、
大
人
だ
け
で

ゆ
っ
く
り
と
楽
し
む
お
は
な

し
会
を
開
き
ま
す
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
を
思
い
出

し
、
語
り
や
絵
本
・
紙
芝
居

と
い
っ
た
お
は
な
し
の
世
界

を
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。
大
人
の
人
な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
と
き　
11
月
10
日
㈪　
午

後
２
時
～
３
時

●
と
こ
ろ　
吉
田
図
書
館　

●
対
象　
大
人
（
大
人
が
楽

し
む
内
容
の
た
め
、
お
子
さ

ん
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
）

●
内
容　
語
り
・
絵
本
・
紙

芝
居　

●
語
り
手
・
読
み
手　
燕
語

り
の
会
・
吉
田
お
は
な
し
の

会●
参
加
費　
無
料

●
事
前
申
込　
不
要

●
問
い
合
わ
せ　
吉
田
図
書

館
☎
０
２
５
６
・
92
・
７
６

５
０フ

ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
研
修
会

　
平
成
26
年
度
の
燕
市
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
研
修
会
を
開
催
中
。

第
7
回　

子
ど
も
の
身
体
の

発
育
と
病
気　

　
成
長
と
共
に
か
か
り
や
す

い
病
気
の
お
話
を
聞
い
て
み

ま
し
ょ
う
。

●
と
き　
12
月
９
日
㈫　
午

後
６
時
30
分
～
８
時

●
と
こ
ろ　
燕
市
役
所　

●
講
師　

高
田
恒
郎
さ
ん

（
た
か
だ
小
児
科
医
院
院
長
）

●
保
育
ル
ー
ム
申
込
締
切　

12
月
２
日
㈫

第
8
回　

小
児
看
護
の
基
礎

知
識

　
子
ど
も
を
看
護
す
る
時
に

慌
て
な
い
よ
う
に
、
お
話
を

聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
と
き　
12
月
18
日
㈭　
午

後
６
時
30
分
～
８
時

●
と
こ
ろ　
燕
市
役
所　

●
講
師　

田
野
幸
恵
さ
ん

（
た
か
だ
小
児
科
医
院
看
護

師
）

●
保
育
ル
ー
ム
申
込
締
切　

12
月
11
日
㈭

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

燕
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
（
子
育
て
支

援
課
総
務
係
）
☎
０
２
５

６・77・８
２
２
５
（
直
通
）

／
フ
ァ
ク
ス
０
２
５
６
・

92
・
２
１
１
９
／
（
よ
し
だ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
５
６
・
94
・
７
７
０

１



募
集・試
験

講
座・教
室

催
し

健
康・福
祉

環
境・生
活

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

み
ん
な
の
掲
示
板

募
集・試
験

講
座・教
室

催
し

健
康・福
祉

環
境・生
活

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

み
ん
な
の
掲
示
板

2014.11.01 1819 2014.11.01

健
康
・
福
祉

お
知
ら
せ

☎（直通）での市役所受付時間は開庁日の午前８時 30 分～午後５時 15 分、夜間など緊急のご連絡は市役所代表☎ 0256・92・1111 へ　

土
曜
サ
ロ
ン
・

読
書
を
ほ
ん
と
う

に
楽
し
む
会

　
読
書
好
き
な
人
た
ち
が
集

い
、
感
想
を
語
り
合
い
、
読

書
の
楽
し
さ
を
分
か
ち
合
う

会
で
す
。

　
今
回
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
女

性
詩
人
を
と
り
あ
げ
ま
す
。

●
と
き　
11
月
15
日
㈯　
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
と
こ
ろ　
燕
市
立
図
書
館

●
参
加
費　
１
０
０
円
（
資

料
代
）

●
問
い
合
わ
せ　
燕
市
立
図

書
館
☎
０
２
５
６
・
62
・
２

７
２
６

分
水
・
大
人
の

お
話
会

　
紅
葉
が
盛
ん
な
こ
の
時
期

に
大
人
向
け
の
語
り
や
絵

本
・
紙
芝
居
を
入
れ
た
お
話

会
を
開
き
ま
す
。
大
人
の
人

な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

●
と
き　
11
月
15
日
㈯　
午

後
２
時
～
３
時

●
と
こ
ろ　
分
水
公
民
館　

●
対
象　
大
人

●
内
容　
語
り
・
絵
本
・
紙

芝
居

●
語
り
手
・
読
み
手　
分
水

図
書
館
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

●
参
加
費　
無
料

●
事
前
申
込 		

不
要

●
問
い
合
わ
せ　
分
水
図
書

館
☎
０
２
５
６
・
91
・
３
２

５
５　

「
雑
誌
リ
サ
イ
ク

ル
会
」の
開
催

　
図
書
館
で
保
存
期
間
を
過

ぎ
た
雑
誌
を
皆
さ
ん
に
お
譲

り
し
ま
す
。
気
に
な
っ
て
い

た
雑
誌
を
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
手
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
11
月
23
日
㈰　
午

前
11
時
～
正
午

●
と
こ
ろ　
分
水
公
民
館　

●
内
容　
保
存
期
間
を
経
過

し
た
約
１
１
５
種
類
の
雑
誌

を
無
償
で
配
布
し
ま
す
（
一

部
、
一
般
図
書
も
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
予
定
で
す
）。
当
日

は
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

※
申
込
不
要

●
持
っ
て
く
る
も
の　
雑
誌

を
入
れ
る
袋

整
理
券
に
つ
い
て

●
配
布
場
所　
分
水
公
民
館

大
ホ
ー
ル
前
ロ
ビ
ー

●
配
布
時
間　
午
前
10
時
～

※
並
び
の
状
況
に
よ
り
配
布

開
始
時
間
が
早
ま
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
そ
の
他　
１
人
１
枚
の
整

理
券
で
５
冊
ま
で
で
す
が
、

何
度
で
も
並
ん
で
整
理
券
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
リ
サ
イ
ク
ル
雑
誌
の
詳

細
一
覧
は
各
図
書
館
窓
口
に

用
意
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
燕
市
立
図

書
館
☎
０
２
５
６
・
62
・
２

７
２
６
／
分
水
図
書
館
☎
０

２
５
６
・
91
・
３
２
５
５

献
血
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

　
献
血
バ
ス
に
よ
る
全
血
献

血（
４
０
０
㎖・２
０
０
㎖
）

を
実
施
し
ま
す
。

●
と
き　
11
月
６
日
㈭　
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
と
こ
ろ　
燕
労
災
病
院

●
問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く

り
課
健
康
推
進
係
☎
０
２
５

６・77・８
１
８
２
（
直
通
）

男
性
介
護
者
の

支
援
を
考
え
る

講
演
会
開
催

　
多
様
化
す
る
家
族
の
あ
り

方
の
中
で
、「
男
性
が
家
族

の
介
護
を
す
る
」
と
い
う
こ

と
は
、
決
し
て
珍
し
い
こ
と

で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
介
護
者
支
援
の
在

り
方
を
立
場
・
年
齢
に
関
わ

ら
ず
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　
11
月
14
日
㈮　
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
受
け
付
け　
午
後
１
時
～
）

●
と
こ
ろ　
分
水
福
祉
会
館

●
講
師　

津つ
ど
め止
正
敏
さ
ん

（
立
命
館
大
学
現
代
社
会
学

科
教
授
）

●
対
象　
興
味
の
あ
る
人
な

ら
ど
な
た
で
も

●
定
員　
１
５
０
人

●
申
し
込
み　
電
話
に
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
と
な
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

燕
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域

福
祉
課
☎
０
２
５
６
・
62
・

４
３
６
１

こ
こ
ろ
の

健
康
講
座

　
大
切
な
あ
な
た
・
家
族
・

友
人
。
こ
こ
ろ
の
シ
グ
ナ
ル

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
す
か
？

こ
こ
ろ
の
健
康
講
座
を
4
回

シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま
す
。

講
座
参
加
後
は
こ
こ
ろ
が
楽

に
な
り
ま
す
よ
。

①
「
う
つ
病
の
正
し
い
理

解
」
～
日
々
の
診
療
か
ら
感

じ
る
こ
と
～

●
と
き　
11
月
20
日
㈭

●
と
こ
ろ　
吉
田
産
業
会
館

●
講
師　

富
樫
俊
二
さ
ん

（
富
樫
医
院
）

②
「
う
つ
と
ア
ル
コ
ー
ル
」

～
飲
酒
と
の
関
係
～

●
と
き　
11
月
28
日
㈮

●
と
こ
ろ　
吉
田
産
業
会
館

●
講
師　

古
谷
野
好
さ
ん

（
白
根
緑
ヶ
丘
病
院
）

③
「
今
か
ら
で
き
る
ス
ト
レ

ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
～
発
想

の
転
換
で
こ
こ
ろ
ス
ッ
キ

リ
！
～	

●
と
き　
12
月
25
日
㈭

●
と
こ
ろ　
吉
田
保
健
セ
ン

タ
ー

●
講
師　

石
橋
幸
滋
さ
ん

（
石
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

④
「
よ
り
よ
い
人
間
関
係
の

築
き
方｣

～
こ
れ
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い

く
！
～

●
と
き　
平
成
27
年
１
月
22

日
㈭

●
と
こ
ろ　
吉
田
産
業
会
館

●
講
師　

石
橋
幸
滋
さ
ん

（
石
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

共
通
事
項

●
時
間　
午
後
２
時
～
４
時

（
受
付
時
間　

午
後
１
時
30

分
～
１
時
55
分
）

●
申
し
込
み　
不
要

●
参
加
費　
無
料	

●
そ
の
他　
都
合
の
良
い
日

だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
！

●
問
い
合
わ
せ　
吉
田
保
健

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
５
６
・

93
・
５
４
６
１

男
性
の
料
理
教
室

～
男
子
厨
房
に

入
り
ま
専
科
～

　
食
生
活
を
入
り
口
に
自
分

の
健
康
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？　
３
回
コ
ー
ス
で
開
催

し
ま
す
。

●
と
き　
11
月
20
日
㈭
、
12

月
２
日
㈫
・
12
日
㈮

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

●
と
こ
ろ　
吉
田
保
健
セ
ン

タ
ー

●
対
象　
市
内
在
住
の
男
性

●
内
容　
調
理
実
習
と
栄
養

士
か
ら
の
話
。
メ
ニ
ュ
ー
は

来
て
か
ら
の
お
楽
し
み
。

●
参
加
費　
４
０
０
円

●
持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾

●
申
込
期
限　
11
月
14
日
㈮

●
そ
の
他　
つ
ば
め
元
気
か

が
や
き
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
５

ポ
イ
ン
ト
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

吉
田
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

５
６
・
93
・
５
４
６
１

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

研
修
会
の
ご
案
内

講
演
「
い
の
ち
を
守
る
た
め

に
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
」

　
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
や

大
切
な
い
の
ち
を
守
る
た

め
、
あ
な
た
に
知
っ
て
欲
し

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
悩
ん

で
い
る
人
の
サ
イ
ン
に
気
づ

き
、見
守
り
、つ
な
ぐ
こ
と
。

家
族
や
地
域
、
職
場
の
「
こ

こ
ろ
と
い
の
ち
」
を
支
え
守

り
ま
し
ょ
う
。

●
と
き　
11
月
25
日
㈫　
午

後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

（
受
付
時
間　

午
後
２
時
10

分
～
２
時
30
分
）

●
と
こ
ろ　
吉
田
保
健
セ
ン

タ
ー

●
講
師　

後
藤
雅
博
さ
ん

（
南
浜
病
院
院
長
）

●
参
加
費　
無
料

●
申
込
期
限　
11
月
14
日
㈮

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

吉
田
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

５
６
・
93
・
５
４
６
１

肺
炎
の
予
防

に
つ
い
て

講
演
会
開
催

講
話
「
み
ん
な
で
始
め
よ
う

～
肺
炎
の
予
防
～
」（
誤ご

え
ん嚥

性
肺
炎
を
中
心
に
）

　
県
立
吉
田
病
院
と
吉
田
公

民
館
に
よ
る
健
康
講
座
を
開

催
し
ま
す
。					

●
と
き　
11
月
29
日
㈯　
午

前
10
時
～
11
時
30
分							

●
と
こ
ろ　
県
立
吉
田
病
院

●
講
師　

田
口
澄
人
さ
ん

（
県
立
吉
田
病
院
内
科
部
長
）

●
入
場
料　
無
料

●
事
前
申
込　
不
要

●
問
い
合
わ
せ　
県
立
吉
田

病
院
庶
務
課
☎
０
２
５
６
・

92
・
５
１
１
１
／
吉
田
公
民

館
☎
０
２
５
６
・
92
・
４
１

１
１特

別
開
催
！

１
日
で
わ
か
る

糖
尿
病
予
防
講
座

　
「
最
近
ち
ょ
っ
と
お
腹
が

出
て
き
た
」「
健
診
結
果
が

気
に
な
る
」「
周
り
に
糖
尿

病
の
人
が
い
る
の
で
心
配
」

と
い
う
あ
な
た
に
お
す
す
め

で
す
。
こ
の
講
座
で
若
々
し

い
か
ら
だ
づ
く
り
の
コ
ツ
を

つ
か
み
ま
し
ょ
う
。

●
と
き　
12
月
７
日
㈰　
午

前
９
時
20
分
～
午
後
３
時
30

分
（
受
付
時
間　
午
前
９
時

～
９
時
20
分
）

●
と
こ
ろ　
吉
田
産
業
会
館

●
内
容
・
講
師

①
「
こ
れ
を
聞
い
た
ら
わ
か

る
！　
糖
尿
病
の
知
識
あ
れ

こ
れ
・
最
新
情
報
」
…
石
橋

幸
滋
さ
ん
（
石
橋
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
）

②
「
糖
尿
病
予
防
の
食
の

秘ひ
け
つ訣

は
こ
こ
に
あ
っ
た
！
」

…
西
村
一
弘
さ
ん
（
日
本
栄

養
士
会
理
事・管
理
栄
養
士
）

③
血
糖
測
定
体
験	

④
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
会
食

⑤
「
こ
れ
な
ら
で
き
る
！　

運
動
で
血
糖
値
ダ
ウ
ン
」
…

松
井
浩
さ
ん
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン

モ
ア
代
表
・
運
動
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）　

●
対
象　
70
歳
以
下
で
糖
尿

病
に
関
心
の
あ
る
人

●
定
員　
60
人

●
持
っ
て
く
る
も
の　
昼
食

代
５
０
０
円
（
５
０
０
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
弁
当
代
）

●
申
込
期
限　
11
月
26
日
㈬

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

吉
田
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

５
６
・
93
・
５
４
６
１

ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
購
入
費
の

一
部
助
成

　
燕
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

配
分
事
業
と
し
て
、
小
学
生

以
下
の
児
童
が
お
り
、
か
つ

一
定
の
所
得
以
下
の
世
帯
に

あ
た
た
か
い
気
持
ち
で
歳
末

を
迎
え
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
児
童
の
豊
か
な
心
を
育

む
こ
と
を
目
的
に
、
ク
リ
ス

マ
ス
ケ
ー
キ
購
入
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
世
帯　
市
内
に
住
所

を
有
す
る
小
学
生
以
下
の
児

童
を
扶
養
す
る
世
帯
で
、
直

近
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

額
が
全
部
支
給
さ
れ
て
い
る

世
帯
。

●
助
成
額　
対
象
世
帯
に
つ

き
、
２
０
０
０
円
の
助
成
券

を
交
付
し
ま
す
。

●
申
請
受
付
期
間　
11
月
４

日
㈫
～
28
日
㈮　
※
土
・
日

曜
日
、
祝
日
は
除
く

●
店
頭
予
約
期
間　
11
月
25

日
㈫
～
12
月
10
日
㈬

●
助
成
券
利
用
期
間　
11
月

25
日
㈫
～
12
月
25
日
㈭

●
申
請
方
法　
所
定
の
申
請

書
に
児
童
扶
養
手
当
証
明
書

（
写
し
）
を
添
付
し
、
ク
リ

ス
マ
ス
ケ
ー
キ
購
入
前
に
、

燕
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
請
は
１
世
帯
１
申
請
と
し

ま
す
。　
※
詳
し
い
実
施
要

領
お
よ
び
申
請
書
は
、
燕
市

社
会
福
祉
協
議
会
本
所
・
支

所
の
窓
口
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

燕
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域

福
祉
課
☎
０
２
５
６
・
62
・

４
３
６
１
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.tbm

-sw
c.

jp/

税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

年
末
調
整
説
明
会
の
開
催
に

つ
い
て

　
巻
税
務
署
の
主
催
で
、
平

成
26
年
分
の
年
末
調
整
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
業

主
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
11
月
19
日
㈬　
午

後
２
時
～
３
時
30
分

●
と
こ
ろ　
吉
田
産
業
会
館

●
内
容　
年
末
調
整
に
必
要

な
書
類
の
作
成
や
提
出
方
法

に
つ
い
て

●
問
い
合
わ
せ　
巻
税
務
署

法
人
課
税
部
門
☎
０
２
５

６
・
72
・
４
１
９
１



募
集・試
験

講
座・教
室

催
し

健
康・福
祉

環
境・生
活

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

み
ん
な
の
掲
示
板

募
集・試
験

講
座・教
室

催
し

健
康・福
祉

環
境・生
活

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

み
ん
な
の
掲
示
板

2014.11.01 2021 2014.11.01

☎（直通）での市役所受付時間は開庁日の午前８時 30 分～午後５時 15 分、夜間など緊急のご連絡は市役所代表☎ 0256・92・1111 へ　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
上
手
に

利
用
し
ま
し
ょ
う

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と

は
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

は
、
最
初
に
作
ら
れ
た
お
薬

（
先
発
医
薬
品
）
と
同
じ
有

効
成
分
を
含
み
、
ほ
ぼ
同
等

の
効
能
・
効
果
を
得
ら
れ
る

低
価
格
な
医
薬
品
で
す
。

　
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

効
能
・
効
果
が
同
等
の
お
薬

を
使
い
な
が
ら
、
お
薬
代
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
製
造
・
販
売
さ
れ

て
い
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
は
、
国
に
お
い
て
厳
格
な

審
査
を
受
け
て
お
り
、
先
発

医
薬
品
と
効
き
目
や
安
全
性

が
同
等
で
あ
る
と
承
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

使
用
す
る
に
は
　
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え

る
と
き
は
、
医
師
や
薬
剤
師

に
お
薬
の
効
果
や
副
作
用
な

ど
、
今
使
っ
て
い
る
お
薬
と

異
な
る
点
に
つ
い
て
詳
し
く

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金

課
年
金
医
療
係
☎
０
２
５

６・77・８
１
３
３
（
直
通
）

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

切
り
替
え
た
と
き
の
「
差
額

通
知
」
を
発
送
し
ま
す
　

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差

額
通
知
」
が
、
後
期
高
齢
者

医
療
の
被
保
険
者
の
人
に
11

月
上
旬
に
新
潟
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
か
ら
発
送

さ
れ
ま
す
。

　
「
差
額
通
知
」
は
、
現
在

使
用
し
て
い
る
お
薬
（
先
発

医
薬
品
）
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
に

切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

軽
減
で
き
る
お
薬
代
の
金
額

の
目
安
を
お
知
ら
せ
す
る
も

の
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
新
潟
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
業

務
課
医
療
給
付
係
☎
０
２

５
・
２
８
５
・
３
２
２
２

く
す
り
と
健
康

フ
ェ
ア
２
０
１
４

in
に
い
が
た

県
民
公
開
講
座
「
く
す
り
と

健
康
フ
ェ
ア
２
０
１
４
in
に

い
が
た
～
正
し
く
学
ぼ
う
！

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
～
」

●
と
き　
11
月
24
日
㉁　
午

後
１
時
30
分
～
４
時
…
特
別

講
演
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

／
午
後
０
時
30
分
～
４
時
…

ブ
ー
ス
出
展
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
紹
介
、
お
く
す

り
相
談
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
）

●
と
こ
ろ　
万
代
シ
ル
バ
ー

ホ
テ
ル

●
参
加
費　
無
料

●
定
員　
３
０
０
人
。
事
前

に
電
話
に
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

新
潟
県
薬
剤
師
会
☎
０
２

５
・
２
８
１
・
７
７
３
０

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

　
働
く
よ
ろ
こ
び
、
い
つ
ま

で
も
。
高
齢
者
の
新
し
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
供
し
ま

す
。
ま
ず
は
入
会
説
明
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
11
月
11
日
㈫　
午

前
10
時
～
お
お
む
ね
２
時
間

●
と
こ
ろ　
燕
勤
労
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　
市
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
人
／
毎
日
働
く
こ
と

は
無
理
だ
が
働
く
機
会
を
得

た
い
人
／
健
康
維
持
の
た
め

に
仲
間
づ
く
り
を
し
た
い
人

／
今
ま
で
の
経
験
や
知
識
を

生
か
し
た
い
人
／
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
人

●
問
い
合
わ
せ　
燕
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

５
６
・
64
・
２
４
８
３

「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

　
新
潟
地
方
法
務
局
お
よ
び

新
潟
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
11
月
17
日
㈪
か
ら

23
日
㈰
ま
で
を
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週

間
と
し
て
、
法
務
局
職
員
ま

た
は
人
権
擁
護
委
員
が
女
性

の
人
権
に
関
す
る
電
話
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
次
の
と

お
り
、
土
・
日
曜
日
も
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
電
話
番
号　

☎
０
５
７

０
・
０
７
０
・
８
１
０
（
全

国
共
通
）	

ゼ
ロ
ゴ
オ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ゼ
ロ

ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

●
相
談
内
容　

差
別
・
Ｄ

Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
夫
婦
間
の

問
題
な
ど
広
く
女
性
の
人
権

に
関
す
る
こ
と	

●
相
談
時
間

・11
月
17
日
㈪
～
21
日
㈮（
午

前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
）

・11
月
22
日
㈯・23
日
㈰
（
午

前
10
時
～
午
後
５
時
）

●
問
い
合
わ
せ　
新
潟
地
方

法
務
局
三
条
支
局
☎
０
２
５

６
・
33
・
１
３
７
５

暮
ら
し
の

行
政
困
り
ご
と

相
談
所
開
設

　
燕
市
に
お
い
て
「
暮
ら
し

の
行
政
困
り
ご
と
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。

●
と
き　
11
月
10
日
㈪　
午

後
１
時
～
４
時
（
受
付
時
間

午
後
０
時
50
分
～
３
時
45

分
）

●
と
こ
ろ　
燕
市
役
所
つ
ば

め
ホ
ー
ル　

●
相
談
内
容
例　
土
地
を
分

割
し
た
場
合
の
登
記
は
ど
の

よ
う
に
行
え
ば
よ
い
か
知
り

た
い
／
女
性
で
あ
る
わ
た
し

と
男
性
従
業
員
の
給
料
に
大

き
な
格
差
が
あ
る
の
は
納
得

で
き
な
い
／
年
金
の
手
続
き

が
分
か
ら
な
い
の
で
教
え
て

ほ
し
い
／
道
路
に
段
差
が

あ
っ
て
危
な
い
の
で
、
改
善

し
て
ほ
し
い
、
な
ど
、
国
・

県
・
市
町
村
の
行
政
機
関
全

般
に
対
す
る
苦
情
、
意
見
・

要
望
な
ど
を
お
受
け
し
ま

す
。
ま
た
、
遺
言
書
な
ど
の

相
続
問
題
な
ど
法
律
全
般
に

関
す
る
相
談
な
ど
も
お
受
け

し
ま
す
。

●
相
談
受
付
機
関
な
ど
（
予

定
）　

法
務
局
、
国
道
事
務

所
、
県
地
域
振
興
局
、
弁
護

士
、
司
法
書
士
、
税
理
士
、

社
会
保
険
労
務
士
、
行
政
書

士
、
行
政
相
談
委
員
、
行
政

評
価
事
務
所

●
そ
の
他　

・
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
弁
護
士
相
談
は
先
着

８
人
と
な
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
な
お
、
法
律
相
談
は
内

容
に
よ
っ
て
は
司
法
書
士
が

お
受
け
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

・
受
付
状
況
に
よ
っ
て
は
、

お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

・
次
の
相
談
者
の
人
が
お
待

ち
の
場
合
、
相
談
時
間
を
20

分
程
度
と
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
総
務
省
新

潟
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相

談
課
☎
０
５
７
０
・
０
９
０

１
１
０

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

●
と
き　
11
月
14
日
㈮　
午

後
１
時
30
分
～
４
時
（
相
談

時
間
30
分
）

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で

す
。

●
と
こ
ろ　
燕
商
工
会
議
所

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

燕
商
工
会
議
所
経
営
支
援
課

☎
０
２
５
６
・
63
・
４
１
１

６
行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

●
と
き　
11
月
16
日
㈰　
午

前
11
時
～
午
後
３
時　

※
要
予
約
、
１
組
60
分

●
と
こ
ろ　

東
区
プ
ラ
ザ

（
新
潟
市
東
区
）

●
内
容　
契
約
書
関
係
、
相

続
な
ど

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

行
政
書
士
会
新
潟
支
部
（
中

澤
）☎
０
９
０・２
２
２
７・

０
４
０
１

県
立
三
条

テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

か
ら
の
お
知
ら
せ

①
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開

催
　
入
校
希
望
者
だ
け
で
な
く

保
護
者
の
人
、
企
業
の
人
な

ど
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
ま
た
、
簡
単
な
体
験
実

習
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
11
月
30
日
㈰
、
12

月
14
日
㈰　
午
前
10
時
～
11

時
30
分
（
受
け
付
け
…
午
前

９
時
30
分
～
）

②
保
護
者
の
た
め
の
日
曜
個

別
入
校
相
談
会
開
催

　
お
子
さ
ん
の
進
路
に
つ
い

て
、
電
話
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
参
加
の
と
き
で
は
お

話
し
し
に
く
い
個
別
の
事
案

を
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

（
進
学
希
望
の
ご
本
人
も
参

加
い
た
だ
け
ま
す
）。成
績
、

適
性
、
学
費
、
就
職
な
ど
に

つ
い
て
の
ご
心
配
ご
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
お
気

楽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
11
月
30
日
㈰
、
12

月
14
日
㈰
、
平
成
27
年
１
月

18
日
㈰
、
２
月
８
日
㈰
・
22

日
㈰
、
３
月
15
日
㈰　
午
前

９
時
～
正
午
に
開
催
、
予
約

不
要
の
た
め
、
順
番
待
ち
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

共
通
事
項

●
対
象
科　
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク

ス
科
、
工
業
デ
ザ
イ
ン
科
、

生
産
シ
ス
テ
ム
科
（
い
ず
れ

も
２
年
制
）

●
と
こ
ろ　
県
立
三
条
テ
ク

ノ
ス
ク
ー
ル（
三
条
市
柳
沢
）

●
問
い
合
わ
せ	

県
立
三

条
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
☎
０
２

５
６
・
38
・
８
５
２
０

㈱
だ
い
か
い

友
の
会
に
係
る

還
付
金
を

受
け
る
人
へ

　
㈱
だ
い
か
い
友
の
会
が
前

払
式
特
定
取
引
業
の
許
可
を

取
り
消
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
支
払
わ
れ
た

前
受
金
（
掛
金
）
の
還
付
を

受
け
る
会
員
の
皆
さ
ん
は
、

関
東
経
済
産
業
局
か
ら
関
係

書
類
が
送
付
さ
れ
る
11
月
中

旬
以
降
、
新
潟
地
方
法
務
局

供
託
課
に
お
い
て
供
託
金
の

還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
来
庁
に
よ
る
還
付
手
続
き

は
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

で
き
る
限
り
関
係
書
類
に
同

封
さ
れ
る
封
筒
を
利
用
し

て
、
郵
送
に
よ
る
還
付
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
新
潟
地
方

法
務
局
供
託
課
☎
０
２
５
・

２
２
６
・
０
９
５
６
（
平
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
ま
で
）
／
住
所
〒
９
５

１
‐
８
５
０
４
新
潟
市
中
央

区
西
大
畑
町
５
１
９
１

優
秀
・
優
良
運
転

者
の
表
彰
申
請

　

燕
市
交
通
安
全
協
会
で

は
、
優
秀
運
転
者
な
ど
の
表

彰
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

●
申
請
種
別

①
優
秀
運
転
者
（
県
連
名
表

彰
・
運
転
経
歴
20
年
・
同
30

年
・
同
40
年
・
同
50
年
）

②
優
良
運
転
者
（
地
区
連
名

表
彰
・
運
転
経
歴
10
年
）

※
運
転
経
歴
年
数
の
終
期
を

平
成
27
年
４
月
６
日
㈪
と
し

ま
す
。

●
申
請
の
資
格
・
要
件

①
申
請
す
る
「
表
彰
年
数
」

以
上
の
運
転
経
歴
を
有
し
、

そ
の
間
交
通
事
故
お
よ
び
交

通
法
令
違
反
の
な
い
人

②
40
年
の
申
請
に
は
30
年
の

表
彰
歴
、
50
年
の
申
請
は
40

年
の
表
彰
歴
が
必
要
で
す
。

③
運
転
者
と
し
て
優
秀
で
他

の
模
範
と
し
て
認
め
ら
れ
る

こ
と
。

●
申
請
方
法

①
原
則
と
し
て
燕
市
交
通
安

全
協
会
の
各
支
部
長
、
ま
た

は
燕
市
安
全
協
会
の
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
交
通
安
全
協
会
会
員
以
外

の
人
は
運
転
記
録
証
明
書
代

金
６
３
０
円
が
必
要
で
す
。

●
申
請
期
限　
12
月
10
日
㈬

●
問
い
合
わ
せ　

燕
市
交

通
安
全
協
会
☎
０
２
５
６
・	

78
・
７
７
０
１

　冬季には、暖房のために「灯油」を取り扱う機会が
増えます。ホームタンクから容器に詰め替える際、そ
の場を離れ灯油を流出させるケースがあとを絶ちませ
ん。取り扱いを誤ると火災の危険性や河川に流出した
場合は環境に悪影響を及ぼします。灯油などを取り扱
う際には、十分注意されますようお願いします。
　また、灯油・軽油・ガソリンを保管する容器につい
ては、灯油は灯油専用のポリ容器または金属製容器（携
行缶など）に、ガソリンおよび軽油は金属製容器（携
行缶など）に保管されますようお願いいたします。
●問い合わせ　燕・弥彦総合事務組合消防本部予防課
☎ 0256・92・1119

灯油などの取り扱いには十分注意を！
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☎（直通）での市役所受付時間は開庁日の午前８時 30 分～午後５時 15 分、夜間など緊急のご連絡は市役所代表☎ 0256・92・1111 へ　

燕
三
条

防
災
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
４

　
災
害
の
疑
似
体
験
を
通
し

て
防
災
を
楽
し
く
学
び
ま
せ

ん
か
。

　
「
燕
三
条
防
災
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
４
」
で
は
、
災
害
の

疑
似
体
験
な
ど
の
学
び
を
通

し
て
家
庭
や
職
場
、
地
域
で

の
防
災
意
識
向
上
を
図
り
ま

す
。

　
ま
た
、
会
場
に
は
地
場
製

品
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
即
売
会

や
飲
食
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ

さ
い
。

●
と
き　
11
月
16
日
㈰　
午

前
11
時
～
午
後
４
時

●
と
こ
ろ　

三
条
防
災
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
三
条
競
馬
場

跡
地
）

●
内
容　
災
害
体
験
（
自
炊

体
験
、
消
火
器
体
験
、
車
の

窓
割
り
、
地
震
体
験
車
な

ど
）
／
地
場
製
品
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
即
売
会
／
飲
食
屋
台

コ
ー
ナ
ー
／
も
ち
つ
き
（
振

る
舞
い
あ
り
）
／
防
災
ポ
ス

タ
ー
、
カ
ー
ド
無
料
配
布

●
問
い
合
わ
せ　
燕
三
条
防

災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
事

務
局
（
足
立
）
☎
０
８
０
・

５
５
１
３
・
７
１
１
０

多
額
の
借
金
で

悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？

　
多
重
債
務
問
題
の
専
門
の

相
談
員
が
、
借
り
入
れ
や
生

活
の
状
況
な
ど
を
時
間
を
か

け
て
お
伺
い
し
、
解
決
に
向

け
た
ア
ド
バ
イ
ス
や
専
門
家

（
弁
護
士
、司
法
書
士
な
ど
）

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。
相

談
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ

ん
。
相
談
時
間
や
回
数
の
制

限
も
あ
り
ま
せ
ん
。
匿
名
で

の
相
談
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

相
談
さ
れ
る
人
の
秘
密
は
固

く
守
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
財
務
省
関

東
財
務
局
財
務
広
報
相
談
室

☎
０
４
８
・
６
０
０
・
１
１

１
３

　11 月９日㈰から 15 日㈯まで、秋の全国火災予防運動が実施されます。火災が発生しやすい時季を迎え
るに当たり、火災の発生を防止し、高齢者を中心とする死者の発生を減少させるとともに、財産を火災から
守るため、この機会に改めて火災予防の意識を高めることを目的としています。

■住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

●３つの習慣

・ 寝たばこは、絶対やめる。
・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
・ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

●４つの対策

・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
・寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
・火災を小さいうちに消すために、消火器を設置する。
・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

●問い合わせ　 燕・弥彦総合事務組合消防本部☎ 0256・92・1119

　標語　「もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ」
秋の全国火災予防運動が実施されます

平成26年度　燕市総合防災訓練
～市内全域にサイレンを鳴らします～

　市では震度 6 強の地震が発生したと想定し「全市一斉の避難訓練」を実施します。訓練に参加する団体は、
実際の災害を想定し、非常持ち出し品を準備するなど高い意識でのぞみましょう。

●と　き　11 月 9 日㈰　午前 7 時 30 分～
●ところ　市内全域、市役所
●内　容　・事前に参加申込のあった、まちづくり協議会、自治会、自主防災組織による避難訓練
　　　　　・市から住民のみなさんへの緊急情報伝達訓練　など

●訓練に伴う緊急情報伝達訓練について

　当日は市内全域で防災行政無線からサイレンを鳴らします。
　また緊急告知 FM ラジオ、防災つばめ～ル、エリアメール、ツイッターなどを
用いて、住民のみなさんへ災害時の緊急情報の伝達訓練を随時行います。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。
・防災行政無線放送予定
　１回目（地震発生のお知らせ）…午前 7 時 30 分ころ
　２回目（避難所開設のお知らせ）…午前 8 時ころ

●問い合わせ　防災課防災対策係☎ 0256・77・8381( 直通）

アルビレックス新潟試合観戦ご招待のお知らせ
Ｊリーグディビジョン１　第 34節　アルビレックス新潟 対 柏レイソル

●と　き　12 月６日㈯　午後３時 30 分キックオフ
●ところ　デンカビッグスワンスタジアム 
（チケットはＳスタンド自由席です。※状況によりほかの座席をご案内する場合があります）
●応募条件　市内在住の人
●募集人数　500 人
●応募方法　往復はがきの往信裏面に、① 12 月６日 柏／②住所／③氏名・年齢／④電話番号／⑤メールア
ドレス（お持ちの人）／⑥チケットの希望枚数（４枚まで）
／ ⑦後援会資料請求（する・しない）を記載し、返信用表
面に返信先（ご自分）の住所・氏名をご記入の上、宛先に送
付してください。
※往復はがきは各自ご用意ください。応募は、1 世帯につき
1 通限り有効です。応募多数の場合は抽選となります。
●応募期限　11 月 21 日㈮必着
※応募期限到着分以降のお申し込みは、無効となります。
●受け渡し　ご招待の可否を返信用はがきにてお知らせしま
す（11 月 28 日㈮ころの予定 )。また、お電話での可否につ
いてのお問い合わせはお答えいたしかねます。ご観戦いただ
く人は、返信はがきを持参のうえ、デンカビッグスワンスタ
ジアムのＥゲート前広場に設置の「チケット引換所」にてチ
ケットとお引き換え後にご入場、ご観戦となります。
●その他　クラブの最新情報は「アルビレックス新潟携帯サ
イト」をご覧ください。
●申し込み・問い合わせ

アルビレックス新潟後援会☎ 025・282・0011
〒 950‐0954 新潟市中央区美咲町２‐１‐10 アルビレック
ス新潟後援会「試合観戦ご招待」係まで

これは訓練です

お近くの防災無線か
ら、サイレンが鳴り
ます。

これは訓練です

11
９㊐
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☎（直通）での市役所受付時間は開庁日の午前８時 30 分～午後５時 15 分、夜間など緊急のご連絡は市役所代表☎ 0256・92・1111 へ　

★『チーズ好きに贈るチーズレシピ』           　 (596)
　フロマージュからカッテージチーズまで７種類のチーズの
お洒落で美味しいレシピをご紹介。チーズの選び方、保
存の仕方など役立つ豆知識も掲載。
★『ピッツァぼうや』    　　　　　　　　　　　　(E) 
　外で遊べなくてご機嫌ななめのピート。そこでお父さん
はピートをキッチン台にのせてピートでピッツァを作りはじ
めた。まずは生地をこねて、それからトマトとチーズをの
せて…。美味しいピッツァができるかな？
★『a big cheese は大きなチーズではありません』 (834)
　直訳するだけでは意味が通じない英語を耳にしたことあ
りませんか？　学校では教えてくれないネイティブだけが
知っているフレーズ集。
★『孫を１００倍かわいく撮る』  　　　　　　　　 (746)
　日々成長していく可愛い姿を写真に残しましょう！　カメ
ラの構え方から使い方まで、プロのカメラマンが「孫写真」
のテクニックを丁寧に解説。にっこり笑って、はい、チーズ。
★『チーズはどこへ消えた？』                        (933)
　この物語のチーズは、仕事や家族、財産などの人生で
求めるものの象徴です。2 匹のネズミと2 人の小人は人
生という迷路の中でチーズを探します。読み手によって受
け取り方は千差万別。あなたが求めるチーズがきっと見
つかる一冊です。

●燕市立図書館　☎ 0256•62•2726
●吉田図書館　　☎ 0256•92•7650
●分水図書館　　☎ 0256•91•3255

11月のテーマ

　『はい、チーズ』

●図書紹介

BOOK CHOICE

ふれあい
パーク久賀美から

　☎ 0256・98・0770

道の駅
国上内

休館日：11月 25日㈫のみ
■切り絵体験教室
　お正月飾りの定番「八丁紙」。自分で作った八丁紙
を飾ってみませんか。
　当日、型紙や紙などの販売を同時に行っております。
●と　き　11 月 9 日㈰　午前 10 時～午後２時
●ところ　ふれあいパーク久賀美　
●テーマ　来年の干支「未

ひつじ
」　●参加費　300 円　

●講　師　分水切り絵村（燕市分水文化協会）

■久賀美米粉めんの日
　毎月恒例、米粉めんの日。ぜひお越しください。
●と　き　11 月 9 日㈰　午前 11 時～午後４時
●ところ　味処　花てまり

■久賀美そばの日
　毎月恒例イベント「久賀美そばの日」！　食堂味
処花てまりのそばのメニューがすべて地元産そば粉
100％の打ちたて「新そば」を提供致します。
●と　き　11 月 16 日㈰　午前 11 時～午後４時
●ところ　味処　花てまり

■秋の分水梢風盆栽展
　分水梢風盆栽会の皆さんの豪華な盆栽をご覧ください。
●と　き　11 月 11 日㈫～ 19 日㈬　午前９時～午後 5 時
　　　　※最終日　午後３時 30 分まで
●ところ　ふれあいパーク久賀美　館内

分
水
太
鼓

結
成
25
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト

　
酒
呑
童
子
伝
説
や
大
河
津

分
水
を
曲
想
と
し
た
太
鼓
で

燕
市
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
今
回

は
25
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
で

入
場
は
無
料
。
笛
人
・
本
宮

宏
美
さ
ん
と
コ
ラ
ボ
も
計
画

し
て
い
ま
す
。

●
と
き　
11
月
30
日
㈰　
午

後
２
時
～

●
と
こ
ろ　
新
潟
日
報
「
メ

デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
」（
新
潟
市
）

●
そ
の
他　
太
鼓
メ
ン
バ
ー

を
募
集
中
。
練
習
は
毎
週

火
・
金
曜
日
の
夜

●
問
い
合
わ
せ　
分
水
太
鼓

（
小
林
）
☎
０
９
０
・
１
６

６
３
・
１
５
４
７

チ
ャ
リ
テ
ィ

社
交
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー

　
ジ
ャ
ズ
の
音
楽
に
合
わ
せ

て
楽
し
く
社
交
ダ
ン
ス
を
踊

り
、
東
日
本
復
興
支
援
事
業

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

●
と
き　
11
月
23
日
㈷　
午

後
１
時
～
３
時
30
分

●
と
こ
ろ　
吉
田
産
業
会
館

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

（
利
益
分
は
寄
付
し
ま
す
）

●
対
象　
社
交
ダ
ン
ス
の
好

き
な
人
、
音
楽
の
好
き
な
人

●
出
演
バ
ン
ド　
ス
ゥ
イ
ン

グ
ハ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

日
本
車
い
す
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー

ツ
連
盟
新
潟
支
部
（
小
林
）

☎
０
２
５
６・93・３
８
７
８

出
し
て
み
よ
う

吟
声
を

　

先
人
た
ち
の
漢
詩
に
ふ

れ
、
い
っ
ぱ
い
空
気
を
吸
っ

て
、
さ
あ
発
声
！　
詩
吟
体

験
教
室
へ
ど
う
ぞ

●
と
き　
12
月
４
日
㈭
・
11

日
㈭
・
18
日
㈭　
各
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

●
と
こ
ろ　
藤
の
曲
公
民
館

●
対
象　
ど
な
た
で
も

●
定
員　
数
名

●
参
加
費　
無
料

●
問
い
合
わ
せ　
吟
道
桂
月

流
霜
月
会
（
長
谷
川
）
☎
０

２
５
６
・
92
・
２
０
３
０

　
第
３
回

燕
ジ
ュ
ニ
ア
検
定

２
６
６
４
人
の

小
学
生
が
挑
戦
！

　
燕
ジ
ュ
ニ
ア
検
定
は
、
ふ

る
さ
と
燕
へ
の
誇
り
と
愛
着

を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
平
成
24
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

受
検
者
数
は
２
６
６
４
人
と

な
り
、
昨
年
度
の
受
検
者
数

を
下
回
っ
た
も
の
の
、Ａ
級・

Ｂ
級
の
受
検
者
が
増
え
ま
し

た
。
み
ん
な
で
燕
ジ
ュ
ニ
ア

博
士
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●
実
施
日　
11
月
10
日
㈪

●
と
こ
ろ　
市
内
各
小
学
校

●
受
検
申
込
数
　（　
）
内

は
昨
年
度
の
受
検
者
数

Ａ
ク
ラ
ス
…
１
２
１
人
（
72

人
）
／
Ｂ
ク
ラ
ス
…
９
４
３

人
（
７
５
９
人
）
／
Ｃ
ク
ラ

ス
…
１
６
０
０
人
（
１
９
１

６
人
）
／
合
計
…
２
６
６
４

人（
２
７
４
７
人
）

●
検
定
内
容　

Ａ
ク
ラ
ス

（
超
難
問
コ
ー
ス
）
…
１
０

０
問
／
Ｂ
ク
ラ
ス
（
難
問

コ
ー
ス
）
…
50
問
／
Ｃ
ク
ラ

ス
（
入
門
コ
ー
ス
）
…
50
問

●
認
定
証　
全
ク
ラ
ス
共
通

で
受
検
者
全
員
に
認
定
証
が

贈
ら
れ
ま
す
。

・
１
０
０
点
満
点
…
燕
ジ
ュ

ニ
ア
博
士
（
バ
ッ
ジ
も
併
せ

て
贈
呈
）

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

検
定
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

各
小
学
校
の
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、

地
域
の
人
の
ご
協
力
で
実
施

し
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い

た
人
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
を
贈
呈
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育

課
指
導
係
☎
０
２
５
６
・

77
・
８
１
９
１
（
直
通
）

裁
判
員
制
度

ま
も
な
く

名
簿
記
載
通
知
を

発
送
し
ま
す
！

●
裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で

き
る
ま
で　
裁
判
員
候
補
者

名
簿
は
、
市
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
が
選
挙
人
名
簿
か

ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出
し
た

名
簿
を
も
と
に
、
全
国
の
地

方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ
ま

す
。
平
成
27
年
の
名
簿
に
登

録
さ
れ
る
人
数
は
、
全
国
で

23
万
３
８
０
０
人
で
す
（
選

挙
人
名
簿
登
録
者
全
体
に
占

め
る
割
合
は
、
約
４
４
５
人

に
１
人
）。

●
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載

通
知
に
つ
い
て　
平
成
27
年

の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登

録
さ
れ
た
人
に
は
、
本
年
11

月
中
旬
に
名
簿
に
登
録
さ
れ

た
こ
と
の
通
知（
名
簿
記
載

通
知
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

こ
の
通
知
は
、
来
年
２
月
こ

ろ
か
ら
平
成
28
年
２
月
こ
ろ

ま
で
の
間
に
裁
判
所
に
お
越

燕市産業史料館

Tsub am e  I n d u s t r i a l  M a t e r i a l s  M u s e um

☎0256・63・7666

　長岡市で制作を続け
る金属造形作家の作品
を紹介します。

●と　き　 現 在 開 催
中。11 月 30 日㈰まで
●会期中休館日　
11 月 4 日㈫、10 日㈪、
17 日㈪、25 日㈫
●展示点数　約 12 点

■関連イベント

●作品解説会　　11 月 3 日㈷
午後２時～３時（予約不要、入館料のみ必要） 

燕市産業史料館
1１月期企画展のお知らせ

●入 館 料　一般 300 円、小中学生 100 円
　　　　  　小学生未満 無料
　　　　　  ※土・日曜日、祝日は市内の小中学生
　　　　 　および付添保護者 1 人無料　（ミュー　
　　　　     ジアムパスポートを提示してください）
●開館時間  午前９時～午後４時 30 分 
　　　　　   ※入館は閉館の 30 分前まで
●休 館 日   月曜日 ( 祝日は開館し翌日休館）、
　　　　　  祝日の翌日
●問い合わせ　燕市産業史料館☎ 0256・63・7666　
　

■　午
ご ら い

来馨
かおる

　鉄の造形展

し
い
た
だ
き
、
裁
判
員
に
選

ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
事
前
に
お
伝
え
し
、
あ
ら

か
じ
め
心
づ
も
り
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
具
体

的
な
事
件
の
裁
判
員
候
補
者

に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
す
ぐ
に
裁
判

所
に
お
越
し
い
た
だ
く
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
名

簿
記
載
通
知
と
併
せ
て
調
査

票
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ
の

調
査
票
は
、
裁
判
員
候
補
者

の
人
の
事
情
を
早
期
に
把
握

し
、
調
査
票
の
ご
回
答
の
内

容
に
よ
り
、
１
年
を
通
じ
て

明
ら
か
に
辞
退
が
認
め
ら
れ

る
場
合
な
ど
に
は
裁
判
所
に

お
こ
し
い
た
だ
く
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し
て
、
裁
判
員
候

補
者
の
人
た
ち
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
お
送
り
す
る

も
の
で
す
の
で
、
お
尋
ね
す

る
項
目
に
当
て
は
ま
ら
な
い

人
は
、
返
送
し
て
い
た
だ
く

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
辞
退

の
申
し
出
が
で
き
る
時
期
や

期
間
な
ど
に
何
ら
か
の
制
限

を
設
け
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
調
査
票
で

辞
退
を
申
し
出
な
か
っ
た
場

合
で
も
、
実
際
の
事
件
の
裁

判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
際

に
お
送
り
す
る
質
問
票
で
辞

退
を
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ

と
も
、
裁
判
の
当
日
（
選
任

手
続
時
）
に
辞
退
を
申
し
出

て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で

す
。
裁
判
員
制
度
に
ご
理

解
、ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
新
潟
地
方

裁
判
所
事
務
局
総
務
課
広
報

係
☎
０
２
５
・
２
２
２
・
４

１
７
５



募
集・試
験

講
座・教
室

催
し

健
康・福
祉

環
境・生
活

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

み
ん
な
の
掲
示
板

2014.11.01 26

☎（直通）での市役所受付時間は開庁日の午前８時 30 分～午後５時 15 分、夜間など緊急のご連絡は市役所代表☎ 0256・92・1111 へ　

エ
ニ
ア
グ
ラ
ム

入
門
講
座

燕
第
２
地
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
実
施
事
業

　
人
間
が
生
ま
れ
持
つ
「
９

つ
の
気
質
」
を
学
び
ま
す
。

自
分
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど

も
や
周
囲
の
人
間
関
係
に
役

立
つ
講
座
で
す
。

●
と
き　
11
月
19
日
㈬　
午

前
10
時
～
正
午

●
と
こ
ろ　
燕
勤
労
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　
子
育
て
中
の
親
、

興
味
あ
る
人

●
定
員　
20
人

●
参
加
費　
２
０
０
円

●
講
師　
土
田
陽
子

●
申
込
期
限　
11
月
15
日
㈯

●
そ
の
他　
保
育
付
き
（
６

カ
月
以
上
の
お
子
さ
ん
先
着

８
人
、
保
育
負
担
金
必
要
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

燕
第
２
地
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
生
活
部
会
（
土
田
）
☎

０
９
０
・
７
２
６
０
・
９
９

７
０職

人
の
ド
ウ
ラ
ク

を
の
ぞ
い
ち
ゃ
え

　
休
日
の
ド
ウ
ラ
ク
展
示
会

「
職
人
た
ち
の
休
日
」
を
開

催
し
ま
す
。
寡
黙
な
職
人
た

ち
の
イ
ガ
イ
な
一
面
を
発
見

で
き
ま
す
。

●
と
き　
11
月
16
日
㈰　
午

前
9
時
～
午
後
４
時

●
と
こ
ろ　
つ
ば
め
の
茶
の

間
仲
町

●
対
象　
ど
な
た
で
も

●
定
員　
入
れ
る
だ
け

●
参
加
費　
無
料

●
申
し
込
み　
不
要

●
問
い
合
わ
せ　
燕
磨
の
会

（
徳
吉
）
☎
０
９
０
・
７
２

２
７
・
８
０
４
０

燕
市
昔
懐
か
し
の

写
真
展
を

開
催
し
ま
す

　
旧
吉
田
町
ま
ち
づ
く
り
実

行
委
員
会
で
は
、
平
成
16
年

に
吉
田
町
合
併
50
周
年
記
念

事
業
と
し
て
「
昔
懐
か
し
の

写
真
展
」「
手
紙
の
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
」
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
は
、
10
年
後
に

あ
た
る
た
め
「
手
紙
の
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
」
を
郵
送
し
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
に
あ
わ
せ

て
「
燕
市
昔
懐
か
し
の
写
真

展
」
を
開
催
し
ま
す
。

①
写
真
展

　
燕
地
区
、
吉
田
地
区
、
分

水
地
区
の
懐
か
し
い
昔
の
写

真
を
展
示
し
ま
す
。

●
と
き　
11
月
11
日
㈫
～
17

日
㈪　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
30
分

●
と
こ
ろ　
吉
田
産
業
会
館

②
手
紙
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

　
10
年
前
に
お
預
か
り
し
た

手
紙
を
11
月
中
旬
に
郵
送
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
旧
吉
田
町

ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会

（
ぎ
ょ
う
じ
見
直
し
隊
）
富

所
（
代
表
）
☎
０
２
５
６
・

94
・
４
１
１
７
／
フ
ァ
ク
ス

０
２
５
６
・
94
・
２
０
９
０

和
紙
ち
ぎ
り
絵

一
日
教
室

（
干
支
・
未ひ

つ
じ

）

　
和
紙
ち
ぎ
り
絵
教
室
の
田

中
喜
久
子
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
来
年
の
干
支
「
未
」
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　
11
月
24
日
㉁　
午

後
１
時
～
４
時

●
と
こ
ろ　
吉
田
産
業
会
館

●
対
象　
特
に
な
し

●
定
員　
30
人

●
参
加
費　

１
５
０
０
円

（
材
料
費
の
み
）
当
日
納
入

く
だ
さ
い
。

●
持
っ
て
く
る
も
の　
の
り

を
入
れ
る
容
器
（
小
）
／
は

さ
み
／
お
し
ぼ
り

●
申
込
期
限　
11
月
16
日
㈰

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

和
紙
ち
ぎ
り
絵
吉
田
サ
ー
ク

ル
（
山
田
）
☎
０
２
５
６
・

92
・
３
９
３
３
／
（
東
山
）

☎
０
２
５
６
・
92
・
３
６
５

４
歌
声
喫
茶
で

一
緒
に

歌
い
ま
せ
ん
か

　
休
日
の
ひ
と
と
き
を
プ
ロ

の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、
ギ

タ
ー
、
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の

調
べ
に
の
せ
て
、
懐
か
し
い

歌
を
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん

か
。

●
と
き　
11
月
30
日
㈰　
午

後
１
時
30
分
開
演

（
午
後
１
時
開
場
）

●
と
こ
ろ　
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー

●
対
象　
特
に
な
し

●
定
員　
１
８
０
人
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
参
加
費　
５
０
０
円
（
ワ

ン
ド
リ
ン
ク
、歌
詞
集
付
き
）

●
申
し
込
み
に
つ
い
て　
参

加
に
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で

す
。
お
近
く
の
飛
燕
メ
サ
イ

ア
合
唱
団
の
団
員
に
お
声
か

け
い
た
だ
く
か
、
次
ま
で
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

飛
燕
メ
サ
イ
ア
合
唱
団
（
宗

村
）☎
０
９
０・９
４
２
６・

４
４
１
４
／
（
小
野
塚
）
☎

０
９
０
・
７
６
３
０
・
９
５

１
８粘

土
で

ス
ノ
ー
マ
ン

作
り
ま
せ
ん
か

　
ロ
マ
ン
ド
ー
ル
で
は
、
今

年
ス
ノ
ー
マ
ン
を
作
り
ま

す
。
雪
国
の
冬
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

●
と
き　
11
月
10
日
㈪
・
17

日
㈪
の
２
回
開
催
で
す
。

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時

～
午
後
０
時
30
分

●
と
こ
ろ　

勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム

●
参
加
費　
１
２
０
０
円

●
持
っ
て
く
る
も
の　
お
し

ぼ
り
、も
の
さ
し
、筆
１
本
、

は
さ
み

●
申
込
締
切　
11
月
７
日
㈮

●
問
い
合
わ
せ　

ロ
マ
ン

ド
ー
ル
教
室
（
高
橋
）
☎
０

２
５
６
・
92
・
７
６
６
０

和
太
鼓

打
ち
手
募
集

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

飛
燕
太
鼓
で
は
、
随
時
打

ち
手
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
、
一
緒

に
和
太
鼓
の
響
き
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
歓

迎
。

●
見
学
・
体
験
日　
毎
週
月

曜
日（
午
後
７
時
30
分
～
）、

毎
週
金
曜
日（
午
後
８
時
～
）

※
祝
日
を
の
ぞ
く

●
と
こ
ろ　
燕
市
東
太
田

●
対
象　
子
ど
も
（
７
歳
程

度
）か
ら
大
人
ま
で
。性
別
、

経
験
問
わ
ず
。
親
子
で
参
加

も
Ｏ
Ｋ

●
申
込
方
法　
電
話
で
次
ま

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

飛
燕
太
鼓
保
存
会
（
高
橋
）

☎
０
２
５
６
・
62
・
２
４
２

９
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　「こういうときはどうしたらいい？」「自分
さえ我慢すればいい」「恥ずかしくて誰にも
言えない」「誰かに聞いてほしい」そういう
時はひとりで悩むより、まずは話してみませ
んか？　一緒に解決の糸口を見つけていきま
しょう。
　「何となく相談に行きにくい」「訪ねる時間
がない」というときは、電話で相談すること
もできます。相談は無料です。秘密は固く守
ります。
　ＮＰＯ法人女のスペースにいがたの女性相
談員が対応しますので、安心して相談するこ
とができます。
●相談日　毎月第３火曜日　
　　　　　午前 9 時～午後 4 時
●ところ　吉田ふれあいセンター１階相談室
●相談方法　面談または電話相談
●予約について
　相談は予約が必要です。
　予約専用電話番号☎ 0256・92・2121
　月曜日～金曜日　午前 9 時～午後 5 時
　（祝日は予約できません。）
　電話相談も予約が必要です。
●相談内容　
　例えば…
・夫婦のことや家族のことについて
・子育てについて
・介護について
・夫や恋人からの DV について
・セクハラについて
・その他気がかりなこと何でも OK です。

知っていれば得した気分になれる。そんな話題を集めたコーナーです。
                　　     　                

             
              知っ得つばめ

　

食
べ
て
か
ら
２
時
間
以
内
に
症
状

が
生
じ
、
時
に
重
篤
な
病
状
を
誘
発

す
る
、
即
時
型
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

病
状
と
診
断
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま

す
。

Ｑ　

何
を
食
べ
た
と
き
に
ど
の
よ
う

な
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
か
？

Ａ　

原
因
食
物
と
し
て
は
、
乳
幼
児

期
に
は
鶏
卵
・
牛
乳
・
小
麦
の
順
に

多
い
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
年
齢
と

と
も
に
減
少
し
、
小
学
生
の
こ
ろ
に

な
る
と
甲
殻
類
・
果
物
類
・
ソ
バ
な

ど
が
重
要
な
ア
レ
ル
ゲ
ン
食
品
と
な

り
ま
す
。

　

症
状
で
は
、
か
ゆ
み
・
じ
ん
ま
し

ん
な
ど
の
皮
膚
症
状
が
最
も
多
く
、

呼
吸
器
症
状
（
咳
・
喘ぜ
ん
め
い鳴
・
呼
吸
困

難
な
ど
）、
粘
膜
症
状
（
口
の
中
や

ま
ぶ
た
の
違
和
感
、
腫
れ
な
ど
）、

消
化
器
症
状
（
腹
痛
・
嘔お

う
と吐

な
ど
）

も
み
ら
れ
、
意
識
障
害
な
ど
を
伴
う

場
合
も
10
・
９
%
あ
り
ま
す
。
呼
吸

困
難
や
意
識
障
害
の
兆
候
が
見
ら
れ

る
場
合
に
は
直
ち
に
病
院
で
の
受
診

が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ　

診
断
は
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ

れ
ま
す
か
？

Ａ　

診
断
は
、
問
診
、
血
液
検
査
、

食
物
経
口
負
荷
試
験
（
必
要
か
つ
実

施
可
能
な
場
合
）
の
手
順
で
行
わ
れ

ま
す
。
正
し
く
診
断
す
る
た
め
に
最

も
大
切
な
の
は
食
べ
た
時
の
症
状
を

し
っ
か
り
把
握
す
る
こ
と
で
、
食
べ

た
食
品
や
量
、
症
状
の
様
子
、
食
べ

て
か
ら
症
状
出
現
ま
で
の
時
間
な
ど

を
医
師
に
詳
細
に
伝
え
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
血
液
検
査
で
は
、
IgE
抗
体

の
存
在
を
調
べ
ま
す
。
結
果
が
陰
性

で
あ
れ
ば
、
そ
の
食
物
の
関
与
は
お

お
む
ね
否
定
で
き
ま
す
が
、
検
査
で

陽
性
で
も
食
べ
て
も
問
題
の
な
い
場

合
も
あ
り
、
血
液
検
査
の
結
果
だ
け

で
正
確
な
診
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

食
物
経
口
負
荷
試
験
は
、
疑
わ
し

い
食
物
を
食
べ
て
症
状
の
出
現
の
有

無
を
観
察
す
る
も
の
で
、
正
確
な
診

断
や
安
全
に
食
べ
ら
れ
る
か
ど
う
か

の
確
認
に
は
必
要
で
す
が
、
負
荷
後

に
症
状
が
誘
発
さ
れ
る
危
険
性
も
あ

り
、
緊
急
処
置
が
可
能
な
病
院
で
行

う
こ
と
が
原
則
で
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
血
液
検
査
の
結

果
だ
け
で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
決
め

つ
け
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

Health

●健康Ｑ&Ａ　

「即時型食物アレルギーについて ①」

新潟県立吉田病院
小児科部長　松野正知

●男女共同参画コラム

まずは話してみませんか？　
「女性のための総合相談」開設中
地域振興課地域振興係
☎0256・77・8361（直通）

Gender　Equality

　中学生の５割、小学生の３割が携帯やスマートフォンを利用しているとされています。
　スマートフォンは多様な機能を持ち、生活を便利に楽しく豊かにできる道具ですが、イ
ンターネットを介していじめや犯罪の被害、高額請求などのトラブル事例が増加していま
す。
　トラブルを防ぐためにも契約者である保護者自身が仕組みや機能を理解し、利用のルー
ルを決めるなどしてトラブルが起きないよう十分に配慮しましょう。
■相談・問い合わせ　新潟県消費生活センター　☎ 025・285・4196

子どもの携帯・スマートフォンの利用は保護者の十分な配慮が必要です！
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CultureCooking

　

こ
れ
は
、
鈴
木
文ぶ

ん
た
い臺
に
手
ほ
ど
き

を
し
た
後
藤
託た
く
が
ん玩
先
生
の
文
で
す
。

　
「
結
社
於
蒲
原
縣
者
半
年　

適
逢

窮
陰
之
節　

諸
子
治
任
各
歸
其
家　

有
鈴
木
仲
和
者　

年
僅
十
四　

天
才

頴
敏
兼
耽
学
術　

超
然
已
有
出
群
量

（
以
下
略
）」

　

訳
は
「
蒲
原
に
塾
を
始
め
て
半

年
、
歳
の
暮
れ
に
な
り
生
徒
た
ち
は

そ
れ
ぞ
れ
家
に
帰
り
ま
し
た
。
鈴
木

仲ち
ゅ
う
わ和
と
い
う
子
が
い
ま
す
。
年
僅
か

14
、
驚
く
ほ
ど
の
才
を
も
ち
か
つ
熱

心
に
勉
強
し
、
抜
群
の
度
量
を
備
え

た
人
物
と
思
わ
れ
ま
す
。（
以
下
略
）」

　

託
玩
に
塾
を
貸
し
た
解
良
叔し
ゅ
く
も
ん
問
は

家
伝
の
書
物
を
文
臺
に
読
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
か
ら
文
臺
の

学
問
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
の
だ
そ

う
で
す
。

　

文
臺
18
歳
、
今
度
は
太
田
芝
山
先

生
の
講
で
、
先
生
を
助
け
て
論
語
や

唐
詩
選
を
講
義
し
た
の
で
す
。
た
ま

た
ま
席
に
い
た
良
寛
が
激
賞
し
、
さ

ら
な
る
勉
学
を
勧
め
ま
す
。
叔
問
か

ら
支
援
さ
れ
て
、
文
臺
は
江
戸
へ
留

学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

以
後
、
武
士
と
な
り
幕
府
の
図
書

館
に
勤
め
よ
う
と
し
た
文
臺
、
留
学

の
継
続
を
母
に
止
め
ら
れ
た
文
臺
、

長
岡
の
殿
様
に
講
義
を
頼
ま
れ
た
文

臺
…
。
文
臺
の
生
涯
を
作
品
で
辿
っ

た
今
回
の
企
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「作品で辿る鈴木文臺の行状記」
●『越

えつほくのこうと

北之鴻都　長善館』を訪ねて　その31

長善館史料館　☎0256･93･5400（月曜休館日）
■入館料　 大人 100円　高校生以下50円 
               ※団体割引あり

■企画展のご案内　12月22日㈪まで　
「文臺先生の少年時代から晩年までを作品で辿る」

▲「文臺先生に詩を教えた後藤託玩先生の書」

▼
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
を
お
迎
え
し

て
、
写
真
の
撮
り
方
教
室
が
行
わ

れ
、
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

は
取
材
の
は
ず
が
、
講
師
の
お

話
に
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
、「
撮
影

の
基
本
」
と
は
何
か
を
改
め
て
勉

強
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
カ

メ
ラ
は
申
し
分
な
い
も
の
を
使
用

し
て
い
ま
す
の
で
、「
撮
影
の
基

本
」
を
忘
れ
ず
に
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

押
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
広
報
つ
ば
め
子
ど
も
版
「
第
３

号
」
の
制
作
が
終
了
し
、
無
事

に
10
月
15
日
に
発
行
い
た
し
ま
し

た
。
ご
覧
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う

か
？　

今
回
は
新
た
な
取
り
組

み
で
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
メ
イ
キ
ン
グ
映
像
を

作
成
し
ま
し
た
。
燕
市
公
式
ウ
エ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
奮
闘
ぶ
り
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
9
月
末
に
開
催
さ
れ
た
「
第
10

回
酒
呑
童
子
行
列
」。
当
日
は
会

場
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
ユ
ニ
ー
ク
な

フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
を
し
て
い
ま
し

た
。
市
長
や
燕
市
Ｐ
Ｒ
大
使
の
キ

ラ
ー
・
カ
ン
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

警
察
官
や
警
備
員
も
！　

会
場
全

体
が
一
体
感
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
し

た
。
春
の
お
い
ら
ん
道
中
の
白
塗

り
も
、
現
代
で
は
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン

ト
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

●
編
集
後
記

た

た

まあ

●作ってみませんか

野菜と大豆入り米粉ムース白玉（米粉料理）
第６回「料理コンクール」入賞作品　より
アイデア賞　堀井　基子さん（小高）

●材料（４人分）
〈米粉チョコムース〉米粉…
40ｇ、純ココア…大さじ 2、
三温糖…80ｇ、豆乳…400
㎖、サラダ油…小さじ2、ラム
酒…大さじ1、塩…ひとつまみ

〈米粉野菜白玉〉 米粉…70ｇ、豆腐…100ｇ、枝豆…100
ｇ、トマト…100ｇ、カボチャ…100ｇ、サツマイモ…100ｇ、
砂糖…適量、練乳…適量
●作り方
〈米粉チョコムース〉①鍋に米粉・純ココア・三温糖を入
れて混ぜ、残りの材料を少しずつ入れる。／②①を火にか
けて混ぜ、沸騰したら更に 1 ～ 2 分混ぜる。／③器に流し
入れる。※出来立てのアツアツもとても美味しいです。
〈米粉野菜白玉〉①野菜類は素材に合わせて加熱し、ペ
ースト状にする。／②野菜、豆腐、米粉を混ぜ合わせる。
割合は１（野菜）：１（豆腐）：0.7（米粉）＋砂糖（好み）
※素材の水分で割合の変化あり。／③白玉だんごを作る要
領でゆで上げる。／④チョコムースの上にかざり、練乳をか
ける。※水のかわりに豆腐を入れるので翌日も柔らかです。

ごみ
の
種類

25年度上半期 26年度上半期 比較増減

収集量 1 人 1 日 収集量 1 人 1 日 1 人 1 日

可燃 8,720 t 576 g 8,618 t 572 g － 4 g ↘

不燃 567 t 37 g 572 t 38 g 1 g ↗

粗大 224 t 15 g 209 t 14 g － 1 g ↘

資源 2,159 t 143 g 1,978 t 131 g － 12 g ↘

合計 11,670 t 771 g 11,377 t 755 g － 16 g ↘

生活環境課環境政策係　☎0256・77・8167（直通）

ごみの量（26年度上半期）

平成26年度上半期　資源ごみの売り上げ（弥彦村分含む）
1,755ｔ　3,091万円（ごみ処理費に活用しています）
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●市内の出来事や、頑張っている皆さんの姿を紹介するコーナーです。

●「広報つばめ」だけでは物足りないあなたへお送りする「WEB版カメラびゅう」
      http://www.city.tsubame.niigata.jp/about/008999998.html

恒例の燕青空即売会がおこなわれ、県内外からたくさん
のお客さんが訪れました。色んな商品が超特価で買える
こともあり、両手にたくさんの買い物袋を抱えていました。

早
く
い
か
な
き
ゃ
！

売
り
切
れ
ち
ゃ
う
よ
～

●
10
月
5
日　

燕
市
物
流
セ
ン
タ
ー

第７回目を迎えた料理コンクール。最優秀賞には鶴巻亮
子さんの「秋色ひまわりピザ」が選ばれました。コンクー
ルの詳細は次号１１月 15日号に掲載予定です。

素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か
り

審
査
に
苦
労
し
ま
し
た

●
10
月
12
日　

道
の
駅
「
国
上
」　

つばめ「女」と「男」ふれ愛フェスタが 2014 が開催され、
心療内科医として活躍されている海原純子さんからストレ
スについての講演をしていただきました。

あ
～
！　

こ
の
絵
み
た
こ
と
あ
る
～

●
10
月
10
日　

燕
市
立
図
書
館

Tupera tupera（ツペラ　ツペラ）の絵本原画展が開催
されました。見学にきた園児たちは、いつも園で見ている
絵本と同じ絵を見ておおはしゃぎでした。

ス
ト
レ
ス
は
翌
日
に
持
ち

越
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

●
10
月
13
日　

文
化
会
館

今年で 10 回目を迎える酒呑童子行列が盛大に開催され
ました。参加したたくさんの人が、鬼の仮装やフェイスペ
イントで酒呑童子のふるさとを練り歩きました。

鬼
た
ち
が

大
集
合
！

●
９
月
28
日　

道
の
駅
「
国
上
」

8 月17 日～ 28 日の 12 日間、燕市親善大使として、オー
ストラリア・ブリスベンに、市内の小中学生 12 名を派遣し、
帰国報告会が行われました。

貴
重
な
体
験
を

た
く
さ
ん
し
て
き
ま
し
た

●
９
月
21
日　

中
央
公
民
館

2014 スワローズ・ライスファームの稲刈りが開催されまし
た。燕市ＰＲ隊鳥のつば九郎と一緒に、市内外の総勢
約 200 人で、秋の収穫を楽しみました。

今
年
も
お
い
し
い

お
米
が
と
れ
ま
し
た

●
９
月
20
日　

Ｊ
Ａ
越
後
中
央
燕
支
店
前

写真を上手に撮って、子どもの成長や家族の思い出を残
そうと、写真の撮り方教室を開催。撮影の基本や日差し
の強い所での撮影方法などを教えていただきました。

カ
メ
ラ
を
よ
く
見
て

は
い　

ポ
ー
ズ
！

●
10
月
3
日　

燕
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー



ランドセルを買って、待ち遠しい小学校生活♪
勉強の入学準備は進んでいますか？

勉強はどのように始めたらよいでしょうか？
たとえば、ひらがなの練習…。
読む練習が先？それとも書きから始めたほうが身
につきやすい？大切なのは、
　①その子に「ちょうど」の学習内容
　②一人ひとりのペースにあった計画
　③学習の習慣づくり
ＫＵＭＯＮで入学準備を始めませんか？

11 月無料体験学習受付中

上記の期間中に４回、公文式学習を体験して頂け
ます。お問い合わせはお近くのお教室または、

【保護者からのコメント】
何をしても奥手な娘。習い事も「嫌～」
と大泣きでした。入学前の数とひら
がなの練習も全くやる気なしで、ほ
とほと困って公文に入会。今や「私、
勉強大好き～」と思いがけない言葉
に驚いています。
　　　　　　　　　　年長　保護者

県央オフィス
フリーダイヤル：０１２０‐581‐552
Ｅｍａｉｌ：kenou@tempstaff-forum.co.jp
三条市須頃２丁目21番地P.H.２ビル２階201号室

お仕事でお困りのことはありませんか？
こんなとき、テンプスタッフフォーラムにお任せ下さい！

欠員がでた！

転職したい！

とにかく忙しい！

※
お
た
ん
じ
ょ
う
・
お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
燕
市
役
所
の
窓
口
へ
直
接
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

くらしのキー情報｜窓口延長｜休日夜間診療｜人口と世帯｜休日救急当番医｜おたんじょう｜おくやみ

▲
こ
ち
ら
は
有
料
広
告
で
す
。

○おたんじょう（敬称略・10/1 〜 10/15 届出分）

▲

こ
ち
ら
は
有
料
広
告
で
す
。
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。

▲

こ
ち
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は
有
料
広
告
で
す
。

○休日夜間診療

○県央医師会応急診療所（新潟県三条地域振興局隣）
三条市興野一丁目 13-67　　☎ 0256・32・0909
診療科目　内科・小児科・外科・整形外科
休日受付　日曜日・祝日・年末年始・お盆
　　　　　午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時 30 分
　　　　　土曜日の午後 2 時～ 4 時 30 分
夜間受付　毎日午後 7 時～ 10 時
※駐車場が満車のときは、診療所隣の三条地域振興局裏
側の駐車場をご利用ください。

○西蒲原地区休日夜間急患センター
新潟市西蒲区巻甲 4363　 　☎ 0256・72・5499
診療科目　内科・小児科・歯科
休日受付　日曜日・祝日・年末年始
　　　　　午前 9 時～午後 5 時
夜間受付　毎日午後 7 時～ 10 時（内科・小児科のみ）

　燕市役所　☎ 0256・92・1111（代表）・ＦＡＸ 0256·92·2112（代表）

Hospital○休日救急当番医

☎ 0256・66・5522
☎ 0256・98・2350

☎ 0256・61・3666
☎ 0256・82・4786

☎ 0256・66・1601
☎ 0256・47・6688

☎ 0256・66・1181
☎ 025・372・2191

☎ 0256・63・3110
☎ 0256・61・0550

☎ 0256・93・5107
☎ 0256・73・1312

●問い合わせ　燕消防署☎0256・66・0119／吉田消防署☎
0256・92・2200／分水消防署☎0256・97・2688

11月2日㊐
◉水澤内科医院（仲町）
✚本間医院（地蔵堂本町二丁目）
11月3日㊗
◉岩崎内科医院（小高）
✚金子外科整形外科医院（新潟市西蒲区）
11月9日㊐
◉小柳医院（大曲）
✚はすいけ整形外科（廿六木四区）
11月16日㊐
◉荒木内科医院（廿六木三区）
✚白根健生病院（新潟市南区）
11月23日㊗
◉本間医院（秋葉町四丁目）
✚しらいし整形外科クリニック（小高）
11月24日㊡
◉たかだ小児科医院（吉田東町）
✚整形外科皮膚科しまがきクリニック（新潟市西蒲区）

◉内科系：午前9時～午後5時　✚外科系：午前9時～午後5時

○窓口延長 Office Hours Extension

住民票、戸籍謄・抄本、印鑑登録および印鑑証明、所得
証明書の発行（申告者のみの交付）、納税ができます。ま
た、パスポートの交付ができます（申請の受け付けはできま
せん）。

11月5日・12日・19日・26日
●窓口延長 毎週水曜日　午後 7時 30分まで

●問い合わせ　市民課市民係　☎0256・77・8125（直通）

11月9日
●日曜窓口 毎月第2日曜日　正午まで

※燕・分水サービスコーナーでは、窓口延長・日曜窓口
業務は、行っておりません。

○おくやみ（敬称略・10/1 〜 10/15 届出分）

■相談は完全予約制
保険クリニック燕三条店  募集代理店  ㈱エフピーエム
三条市荒町2丁目26番7号　  　0120‐774‐166

■専門家による無料相談会
 ｢保険クリニック燕三条店」では燕市民の皆さんへ生命保険・
損害保険の無料相談会を開催します。保険のプロが中立的な
立場で丁寧にアドバイスします。

生命保険・損害保険の相談

Clinic

2014.11.0131

Population○人口と世帯など
男　性
女　性
合　計
世　帯

40,116
42,189
82,305
28,434

人
人
人

世帯

（－   12）
（－     6）
（－   18）
（＋   19）

★平成 26 年 9 月末日現在　（　　）は前月比

9月の戸籍届出

婚姻届 20 件

出生届 58 件

亡くなられた人 年齢（歳） 行政区
福島　由昭 84 水道町二丁目
　方　矩彦 77 水道町四丁目
金子　富雄 69 新栄町
遠藤　サイ 93 西燕町
藤山　トシ子 66 西燕町
山﨑　キヨ 92 小池
田巻　清 84 小池
清水　仁一 77 柳山
金山　六七吉 87 八王寺
梁瀬　征一 72 大曲
圡　　イネ 92 小牧
赤塚　一太郎 82 中川
矢澤　藤夫 79 四ツ屋
小島　道子 66 長所
山﨑　弘 83 甲組
石村　テリ 83 南組
秋山　シヅヱ 87 富永
金子　眞治 87 富永
濵田　久雄 65 富永
志田　ヨセ 86 溝
渡邉　昭夫 85 溝古新
近藤　カズエ 89 吉田法花堂
堀口　良子 56 吉田文京町
堀田　源意 89 吉田鴻巣
髙橋　静 90 吉田下町
三好　秀弘 88 吉田新田町
權平　八郎 93 吉田弥生町
坂爪　ケイ 85 吉田東栄町
大平　　子 82 地蔵堂本町一丁目
眞保　嘉彦 87 分水学校町
小川　典子 85 分水学校町
田中　トヨ 94 砂子塚
伊藤　文 90 笈ケ島
斎藤　一榮 84 中島
小林　一之 72 野中才

○おくやみ（敬称略・10/1 〜 10/15 届出分）

亡くなられた人 年齢（歳） 行政区
板谷　ヨシ 98 南四丁目
仲村　イツ子 57 秋葉町二丁目
金子　貞治 81 秋葉町二丁目
金子　政雄 95 秋葉町三丁目

子の名 ふりがな 保護者 行政区
優奈 ゆうな 辻　一広 井土巻一丁目
一馬 かずま 遠藤　一成 井土巻一丁目
美月 みづき 遠藤　一成 井土巻一丁目
悠 はるか 伊藤　彰 東町
來愛 くれあ 渡邉　佳広 東町
亜妃 あき 桑原　広治 東町
加蘭 かるら 畠山　義光 水道町四丁目
ジュリ じゅり 大橋　祐一郎 水道町四丁目
乃々架 ののか 中山　優 水道町四丁目
隆之介 りゅうのすけ 細田　隆史 日之出町
明日音 あすね 高橋　純 桜町
柚希 ゆずき 伊藤　孝郎 桜町
千尋 ちひろ 鈴木　悠一 三王渕
澄 とおる 野口　涼太 新生町
紗知 さち 足立　政士 松橋
紘人 ひろと 金子　光 富永
幸太朗 こうたろう 吉川　邦康 下粟生津
莉央那 りおな 渡辺　丈晴 溝
茉恋 まこ 河内　敦 吉田西太田
心 しん 山崎　哲夫 吉田西太田
誠純 まさよし 松川　純久 吉田下中野
琴音 ことね 長谷川　健 吉田春日町
莉希 りの 藤口　智彦 吉田本所
彩心 あこ 鈴木　達夫 吉田大保町
心海 ここみ 本多　純 吉田弥生町
香凜 かりん 小黒　翔平 分水桜町三丁目
陽翔 はると 青木　竜司 笈ケ島



羽田　忠さん
はねだ・ただし（三条市在住・国上出身）

※この広報紙は古紙配合の再生紙と、環境にやさしいベジタブル・オイル・インクを使用しています。
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シリーズひと

　

四
国
の
高
知
市
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

第
76
回
全
国
都
市
問

題
会
議
に
出
席
す
る
た

め
で
す
。

　

こ
の
会
議
は
年
に
１

回
、
全
国
の
市
長
ら
が

集
ま
り
、
都
市
自
治
体

が
抱
え
る
課
題
に
つ
い

て
話
し
合
う
も
の
で
す
。

　

今
回
は
約
２
０
０

０
人
が
集
ま
り
、「
都

市
と
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

先
進
事
例
の
報
告
と
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
2
度
目
の
参
加

で
し
た
が
、
他
市
の
取

り
組
み
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
て
と
て
も
有
意
義

で
し
た
。

　

高
知
と
言
え
ば
坂
本

龍
馬
。
桂
浜
に
立
っ
て

広
大
な
空
と
海
の
眺
望

を
見
た
時
、
龍
馬
の
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
の
理

由
が
分
か
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。
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紙
上
ブ
ロ
グ

燕
市
長　

鈴
木 

力

▲

こ
ち
ら
は
有
料
広
告
で
す
。

燕三条ローンプラザ

〈無担保〉住宅ローン 発売中！

午前9時～午後5時
※祝日と重なった場合は休業日となります。

０１２０－６７－３７３４

住宅の新築・ご購入・お借換えに！

最高 1,000 万円まで　担保・保証人不要　最長 20 年返済
しんきん保証基金保証付

土・日曜日
　ローン相談会開催中

vol.101

●
 発

行
/燕

市
●

  編
集・企

画
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域
振

興
課

広
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広
聴

係
●

  〒
959-0295 燕

市
吉

田
西

太
田

1934 ●
  ☎

0256-92-1111●
 ＦＡＸ

0256-92-2112 ●
  koho@

city.tsubam
e.niigata.jp●

 http://w
w

w.city.tsubam
e.niigata.jp/

　今回ご紹介するのは、燕警察署で飲酒運転防止などの広報キ
ャラクターを制作した、吉田交番勤務の羽田忠さんです。
　羽田さんは、このキャラクターを娘さんと共同で制作しました。
　親子でのエピソードや制作時に大変だったことなど、お話を伺
いました。

　
「
こ
の
キ
ャ
ラ
の
名
前
は
、
酒
呑
童

子
く
ん
。男
の
子
で
す
。〝
や
ん
ち
ゃ
〟

な
感
じ
が
ポ
イ
ン
ト
な
ん
で
す
よ
」

　
昔
か
ら
絵
が
得
意
な
羽
田
さ
ん
。
9

月
末
に
行
わ
れ
た
酒
呑
童
子
行
列
の

シ
ー
ズ
ン
に
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
絡
め

た
飲
酒
運
転
防
止
の
広
報
が
で
き
な
い

か
と
副
署
長
か
ら
依
頼
を
受
け
、
キ
ャ

ラ
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
わ
た
し
は
国
上
出
身
な
の
で
、
酒

呑
童
子
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
親
し
み

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
依
頼
を

受
け
て
驚
い
た
反
面
、
嬉
し
い
気
持
ち

も
あ
り
ま
し
た
」

　
納
期
ま
で
時
間
が
わ
ず
か
で
あ
り
、

制
作
は
勤
務
終
了
後
や
休
日
に
、
と
き

に
は
深
夜
ま
で
作
業
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。そ
ん
な
と
き
、一
緒
に
頑
張
っ

て
く
れ
た
の
が
羽
田
さ
ん
の
娘
さ
ん
で

す
。
お
父
さ
ん
と
同
じ
で
絵
が
得
意
な

の
だ
そ
う
で
す
。

　
「
こ
の
キ
ャ
ラ
は
、
娘
が
デ
ッ
サ
ン

し
、
わ
た
し
が
着
色
を
し
ま
し
た
。
娘

の
イ
メ
ー
ジ
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
よ

う
な
キ
ャ
ラ
に
な
ら
な
か
っ
た
で
す
」

　
普
段
か
ら
仲
が
良
く
、
絵
の
ほ
か
に

も
共
通
の
趣
味
が
あ
り
、
親
子
の
連
携

が
深
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
「
酒
呑
童
子
く
ん
は
、
飲
酒
運
転
防

止
だ
け
で
は
な
く
、
振
り
込
め
詐
欺
な

ど
色
ん
な
場
面
で
広
報
活
動
が
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に

か
わ
い
が
っ
て
も
ら
い
、
燕
署
の
広
報

マ
ン
と
し
て
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
」

　

みなさんにかわいがってもらい
燕署の広報マンとして頑張ってほしいです

▶細部にわたり精密に描
かれています。何度も調
整を行い、完成しました。

燕警察署吉田交番勤務
巡査部長
●キャラクター

「酒呑童子くん」制作者




